
傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策 実施費用

左手切創
消火活動中、放水位置を変更した際、機材（ソーラーパネ
ル）内の割れたガラス管が装着していたケブラー手袋を貫
通し、左手を切創した。

深夜の火災現場において視界不良の中で発生してい
る。放水位置の変更を行う際、無意識に機材に手を突
いて方向変換を行ったため発生した事故である。

深夜帯の災害においては十分な照明を配置し視認性を確保するこ
と。
装備品の特性を理解し状況に合わせ装備変更するなど適正に対応す
ること。※ケブラー手袋は濡れている状況下では耐性が低下するな
ど

0円

外傷性頚部症候
群

全校スケート教室があり、引率者として参加していた。ス
ケート教室の指導をするために、危険な滑り方をしていた
児童の近くに滑って行こうとしたところ、勢いあまって後
方に転倒し後頭部をスケートリンクに強打した。

大リンク担当者として危険な滑り方をしていた児童を
制止せざるを得ない状況にあったために、急いでし
まった。その結果、転倒してしまった。

学校で担当者及び管理職で災害防止対策会議を行い、今後のスケー
ト教室実施においては、指導教員がリンク上で転倒しないよう、安
全には十分に気をつけて滑走することを確認した上で、全教職員に
周知徹底を行った。

0円

頚部挫傷
５校時終了後、児童への配布物を取りに職員室に向かうと
ころ足がすべり転倒した。

廊下や階段が濡れていることは理解していたが、滑っ
て転倒した。
被災時に履いていたのが、サンダルであったのが影響
していると思われる。

危険個所であることがわかっていても、何が起こるかわからない。
より慎重に行動するよう教頭から全職員に周知徹底した。

0円

右足関節外果剥
離骨折

・開館準備のため新聞を両手に持ち、2階から1階へ階段を
降りていたところ、1段を踏み外し前方へ両手をついて転
倒した。

両手に新聞を持っていたため、足下が見えていなかっ
た。

・職員会議で災害発生事例を情報共有し、職場での安全管理につい
て周知した。
・企画会議（課長、係長出席）において労働災害の防止、職場点検
について再度周知を行った。

0円

右下腿打撲傷、
左下腿挫傷

朝の会で、健康観察をするため、教卓の前の立っていた際
に児童Aが突然ふざけの所謂「浣腸」遊びをした。突然の
ことで驚き、足を前方に飛びあげてしまった。前方には教
卓があり、その角で強打した。

普段から、児童Aはふざけて朝の会にきちんと参加し
ないで、担任にからかい半分で手や足を出すことが多
かった。このような児童Aの普段の悪ふざけを未然に
防ぐことができなかったことが今回の公務災害の事案
に繋がった。

実施した内容
・ヒューマンエラー対策のパンフレットを教職員全員に回覧した。
職員会議で下記の点について周知し、注意喚起を行った。
・児童と授業や休憩時間などで交流する際は、児童の行動に注意
し、お互いが怪我をいないように気を付けること。
今後実施する内容

0円

外傷性亜脱臼
（上顎右1番、左
1番）、下顎部挫
創

回覧板を渡しに他の机へ徒歩で移動している時、電気ス
トーブ（非稼働中）につまずき転倒し、口元付近を回覧板
の金具やストーブで打ち付けた。

次の閲覧者は誰になるか回覧板に目を通しながら歩い
ていたため、足元の電気ストーブに気が付かなかった
ため（電気ストーブにつまづき転倒した）

冬季においては、職員の健康維持を図るため、他に適当な配置場所
がないため止む無く通路に暖房器具を配置しているところですが、
再発防止に向け、課内会議において、職員に対し改めて①今回の事
故が発生したこと、②ながら歩きはやめること、③他県のヒヤリ
ハットの事例を紹介するなど注意喚起を行うとともに、④職場内に
日頃感じたヒヤリハット事例（箇所）の洗い出しを行った。

0円

左膝内側側副靭
帯損傷

校外教育活動でスキー指導をしていたところ、児童が止ま
れずに途中でしりもちをついていた。自力で立ち上がれそ
うにない児童のところまでスキーで滑り降り、自身のス
キー板の右足と左足の間に、児童の体が入るように立ち、
児童の背後から脇を抱え抱き上げようとしたところ、バラ
ンスを崩し倒れた。スキー板をはいた左足が外側へ向いた
状態で、倒れてきた児童の体が左足へ乗って膝を負傷し
た。

・倒れている児童を起こす際、教諭がスキー板を着用
したままであったこと
・教諭自身や児童の体の向きや状態、周囲の環境、立
ち上がらせる方向などを適切に判断できなかったこと
・指導者が複数で協力し合える体制をとれていなかっ
たこと
・児童が安全な転び方や立ち上がり方を身に付けてい
なかったこと

管理職で協議し、再発防止のために次年度のスキー教室前に以下の
内容について研修と共通理解を行うこととした。
・児童と指導者双方の安全確保についての事前研修
・複数で協力や連携を図ることのできるような指導体制づくり
・児童への事前指導（安全な転び方、立ち上がり方）

0円

左中指捻挫

業間休みに友達とドッジボールをしていた児童がイライラ
して教室に戻ってこないため、児童を校内に連れ戻そうと
しました。なんとか保健室まで連れて入り、児童の気持ち
が落ち着くように抱きかかえてクールダウンに付き合って
いました。その後、保健室外側の窓から外に出ようとした
ため、窓際で立って止めようとしたところ、児童が手を振
り払おうとしたとき、中指が反対側に反ってしまった。

個別の支援が必要な児童が、休憩時に友だちとトラブ
ルになり、感情が不安定になっていた。災害が発生し
た時も落ち着かず、保健室の窓から外に出ようとした
ので止めようとしたところ、暴れて手を振り払われ負
傷した。

職員終礼で以下の点について全職員に注意喚起を行った。
・児童に対して今まで以上に個別の支援を実施すること。
・児童の気持ちの安定を図ることと、職員自身の安全についても配
慮すること。

0円

左足関節捻挫
スケート教室の活動中、リンク場外の台で記録写真の撮影
をしながら移動していたところ、誤って足を踏みはずし下
の床に落ち負傷した。

写真撮影に意識が向かい、台の位置を十分に把握しな
いまま活動を行ったため足を踏み外した。

職員朝礼において全職員へ以下の周知及び指導を行った。
・事故発生の状況の周知をした。
・校外教育活動時の安全確認を徹底し、注意が必要と思われる事項
の共通理解を図るよう指導した。
・公務中は予測不能な事故が起こりうることを各自が意識し指導に
あたるよう注意喚起を行った。

0円

右前腕咬創、外
傷性潰瘍

落ち着かなくなった生徒の見守りをしていた。その際、生
徒が教室から飛び出そうとしたため、生徒を後ろから抱き
かかえるようにして制止しようとしたところ、生徒が右前
腕に咬みついた。

生徒Aは11月に学部閉鎖があったことや冬休みが近い
こともあり不安定な様子が見られていた。また、被災
当日にCDを聞くという日常のルーティンが崩れ、イ
ライラした気持ちが高まっていた。その中で、生徒A
が教室から飛び出そうとした際、身体的な接触により
行動を止めようとしたことで、生徒が咬みつく行動を
引き出してしまった。

災害発生時の状況は、当日の学部終礼時に教職員へ報告し、今後の
対応については学年会で検討し、以下の点について学部全体で共通
理解を図った。
〇共通理解をした事項
・生徒の心理状態を把握し、言葉かけのタイミングを的確にするこ
と
・生徒のルーティンの活動に配慮した生活リズムを検討すること
・クールダウンの方法を教員間で確認すること

0円

左眼部打撲

用具の片づけをするために体育館外倉庫の棚に上がって作
業をしていたところ、棚の上から飛び降りる際、トンボを
踏んでしまい、勢いよくトンボの柄が左目周辺に衝突し
た。

棚から降りる際に、着地点にトンボが置いてあること
を確認しないで飛び降りたため

トンボを踏まないように、トンボを置き方を変更した。
トンボの柄部分を下にして、筒状のかごの中に収納した。

0円

右肩石灰性腱炎
ネット超しにスパイクをし、生徒がレシーブをするロー
テーション練習を行っていたところ、途中で右肩を上げる
と痛みと違和感を感じた。

練習の途中で、右肩の痛みと違和感を感じたが、応急
処置をしないでそのまま練習を続けた。

職員会議において、部活動中のけが等に十分気をつけるよう次のと
おり注意喚起を行った
・準備運動・整理運動を十分に行う
・休憩や水分及び塩分補給を十分とる
・身体に異変を感じたら無理をせずに安静に努める
・練習前に体調チェックを行うとともに、常日頃から健康管理に努
める

0円

右肩腱板損傷
バレーボールの部活動指導中、生徒がレシーブしたボール
を右手を上げて打ち返した。その時に、右肩と右上腕部に
激痛を感じた。

普段から行っている動作であり、それほど注意を払う
ことなくボール打ち返そうとした。加齢により腱板が
すり減るということもあるとのことだが、そういった
知識もなかったため、ためらうことなくボールを打ち
返した。思いのほか強いボールだったため、急激に肩
へ負荷がかかり負傷したと思われる。

年度始めに職員会議において、職場環境の検証や部活動での点検を
行い、再発防止について周知した。また、職員全員が定期健康診断
を確実に受診するよう健康管理を促した。

0円

令和6年度公務災害防止対策事例集
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令和6年度公務災害防止対策事例集

４５亜脱臼（上
顎左）

5年生の日常生活の指導で児童の着替えの支援を行ってい
た。立っていた児童を近くの椅子に座るよう身体介助をし
ているときに、座りかけたところで急に立ち上がったた
め、児童の頭と下唇付近が激しく接触した。

今回の災害にかかわる児童は、カバンの準備や着替え
に取り組みにくく、ものを叩いたり、足を踏み鳴らし
たりすることがある。この日も、落ち着かない状況が
あり、突発的な動きをしたため、児童の行動を予測で
きず接触を避けることが難しかった。

災害発生時の状況について学級で情報共有し、着替えの支援におけ
る注意事項を確認した。
〇内容
・突発的な行動をとることがあるので、児童との身体的な距離の確
保を行うこと。
・児童が見通しをもって、納得して行動できるようスケジュールを
示すこと。

0円

右小指打撲症
音楽の授業の前に、ピアノの譜面立てを出すために鍵盤に
近いほうの前屋根を開けて後ろ側の屋根に乗せようとした
ところ、右手小指を２枚の屋根の間に挟んだ。

授業前の準備で時間がなく、本人の不注意により慌て
て離れたところから手を伸ばして屋根を乗せようとし
たため。

職員朝礼で全職員へ、事例をあげて注意喚起を行った。（公務災害
防止対策事例を全職員に配布して説明した。）

0円

右手背部打撲、
打撲性腱鞘炎

特別支援学級の自立活動時、体育館で支援員と生徒２人で
バトミントンをしていた。ダブルスの試合で生徒Aと同じ
チームを組んでいたところ、生徒Aとの間にシャトルが飛
んできた。シャトルを打ち返そうとした生徒Aのラケット
が右手甲に当たった。

生徒との間に飛んできたシャトルを積極的に取ろうと
したことが事故につながった。生徒との間に来たとき
は、声をかけ生徒に任せたり、生徒が取りやすいよう
に避けたりすれば、事案は起きなかったと考えられ
る。

授業や部活動などで生徒と一緒に試合等をするときには、生徒がプ
レイに集中してくるとボールやシャトルしか見ず視野が狭くなるこ
とを十分理解して行う。生徒が予想外の動きをすることもあるの
で、大人が十分に配慮し、適切で安全な距離を保ちながら行うこと
が事故を防ぐ。常に安全確保を意識しながら行うよう職員朝礼で全
教職員へ注意喚起をした。

0円

右中指咬傷
欠食中の入院患者より飲水の希望があり、マウスケアを実
施しようとした際に噛まれた。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

右半膜様筋腱
炎、右膝捻挫

園児と一緒に音楽に合わせて体操をしていた。跳びながら
手足を広げる運動をしていた際、足を開くタイミングで園
児が振り下ろした拳が右ひざを強打した。

体操開始直後は互いの間隔は取れており、接触の可能
性が低い立ち位置だったが、園児の感情の高ぶりと跳
びながら手足を広げる運動に移行したことが不規則な
動きを誘い、事故発生の大きな要因となった。

事故の発生は、当事者が園児の近くで演示する必要があったため不
可抗力だっだと考えられるが、今後はより十分な間隔を取るよる場
の設定に留意するとともに、周りの状況に注意し園児の動きに間隔
が詰まる予兆があれば、すぐに声をかけたり、運動を中断したりし
て間隔を適正に保つよう全職員に注意喚起した。

0円

左示指切創
保育園行事として、園児と稲刈りを行った後、刈残しを鎌
で刈っていた。大量の稲の束を刈ろうとしたところ、勢い
余り、左手人差し指を深く切ってしまった。

稲を大量に持って鎌で切ろうとしたため、強い力が必
要となった。
手元の確認や危険予測が不十分であったと考えられ
る。

刃物類を取り扱う際には、手元の確認を十分に行うなど、危険を予
測して作業を実施する。

0円

左環指挫創
枯れ枝の伐採等環境整備で道路わきの斜面で伐採した木を
細かくする作業をしていたところ、滑り出した木に手があ
たり、左環指を負傷した。

作業場所が斜面であり、不安定な場所であったため、
伐採した木が想定外の動きをしたため。

斜面等の不安定な場所での作業は避け、足場が安定した場所で作業
を行うよう所属職員へ注意喚起を実施した。

0円

左肩関節脱臼
体育の授業でバスケットボールの指導をしていた際、左手
を斜め上に伸ばし、パスカットをしたところ、左肩を脱臼
した。

・準備運動や動きへの意識が不足しいていたため。

職員終礼において、事案の再発防止について注意喚起をした。
・準備運動を入念にすること
・自身の既往歴等も考えて指導にあたること
・無理な体勢でボールを捕らないようにすること

0円

左足関節捻挫

朝学習の指示を出すため、黒板の上部に文字を書こうと
思ったが、手が届かないため近くにあったビールケースを
踏み台にした。順調に書き進めていたが、途中でビール
ケースの左端に体重が乗ってしまい、バランスを崩して体
が左に傾きビールケースから落ちた。その際に左足だけで
着地したため、左足を強く捻った。

・不安定なビールケースを踏み台として使用し、その
安全性の確認が不十分だったため。

〇職員会議での全職員への注意喚起を行った。
〇ビールケースの踏み台を置いている教室及び少人数教室の使用状
況や踏み台の安全性等を確認した上で、安定する市販の踏み台に交
換したり、その安全な使用方法について共通理解を図ったりした

23,000円

右肋骨骨折

校舎と体育館を結ぶ廊下の雪囲いの撤去作業を校務技士と
2人で行っていた。身を乗り出し、取り外して立てかけて
あった雪囲いの板を片手（右手）で持ち上げようとしたと
ころ、右足が滑り右胸部下辺りを強打した。

・雪囲いの板を片手で持ち上げようとしたため、バラ
ンスが悪い状態であった。
・足元の一部が凍結し、滑りやすい状況であった。

・作業をする前に、現場の環境を確認する。
・作業等を行う場合には複数で慎重に行う。その際、声がけ等を行
う。
・夕方や早朝を避け、明るいところで行う。
・作業中は周りの状況を十分に確認する。足元、前後・左右、頭上
部等。

0円

前胸部挫傷、胸
骨不全骨折

転入生の机の高さ調整業務を行っていたところ、天板を上
から押したが動かなかったため、机の脚を災害発生場所の
壁へつけ、机面に胸をつけ力を入れて押した際に、負傷し
た。

無理に机の高さをかえようとしたため。

職員会議において、全職員に公務災害の発生等の情報共有をおこな
い、安全を考慮した業務を行うよう注意喚起を行った。 また、今
後の対策として、机の調整作業については、2人以上で行うことと
し、無理な作業は行わないこととした。

0円

左母指蜂刺症

女子バレーボール部の指導中、生徒からコート内に蜂がい
ることの報告を受けた。蜂は既に死んでいるように思われ
たのでティッシュに包んで外に出そうとしたところ、まだ
生きており、刺されてしまった。

蜂は既に死んでいるものと思い込み、まだ生きている
のかもしれないと慎重に行動することを怠ったために
発生したものと考えられる。

職員会議において、公務災害が発生した場合の対応と、公務災害を
防止するための手法など、「ヒヤリ・ハット事例集」、「公務員災
害防止対策事例集」、「公務災害・通勤災害のしおり」を活用し
て、万一発生した場合の手順の周知と、災害が発生しないように注
意喚起をした。

0円

急性腰痛症

電動車椅子利用の乗客を乗車させるため、バスの中扉の乗
降口にスロープ板を設置し、電動車椅子の後方で介助して
いたところ、タイヤに雪が付着していたためスロープ板上
でタイヤがスリップし電動車椅子が後退してきたためそれ
を制止しようとしたところ腰部を負傷した。

当日は積雪があり、雪で滑りやすくなっていたことへ
の注意が不十分であった。

・バスの車高を調整し、スロープの傾斜を緩やかにして乗降しても
らうよう徹底した。
・車椅子の介助の際には、天候や周囲の状況に注意を払い慎重に行
うよう注意喚起を行った。

0円

左足関節外果骨
折、左足関節後
果骨折

体育館の防球ネットを閉める際、防球ネットを踏んでいた
状態で、よそ見をしながら閉めてしまったため、滑って転
倒した。

・防球ネットを踏んでいた状態で、ネットを引いてし
まったこと。

防球ネットを開閉する際の注意事項を現場において職員全員で確認
した。

0円

右手関節打撲傷

教室の掃除をしようと思いモップで床の掃除をした。モッ
プを水で濡らし、床を磨こうとしたところ勢いよく滑って
右向きに転倒してしまった。掃除の続きをしようとしたと
ころ、もう一度同じように勢いよく滑って再び転倒した。

短時間で掃除をしようと慌てていたことと、職員が履
いていた上履きの底が滑りやすくなっていたことも重
なり、事故が発生したと思われる。

今回の事例について、職員会議で共有し、不注意で大けがになって
しまうことがあるので、気を付けるよう注意喚起を行った。作業す
るには、時間に余裕をもって取り掛かることや履物にも十分気を付
けて作業することも指導した。

0円

右手部圧挫傷、
右第5中手骨骨折

水防倉庫で河川漂着物（ドラム缶）の格納作業をしてい
た。職員3人がかりで缶を傾け、斜めの状態で転がすよう
な要領で移動させていたが、倉庫入口とドラム缶の間に右
手を挟んだ。

作業に集中していたため、手を挟みそうなほど倉庫と
の入口との距離が近いことに気付かなかった。
また、ドラム缶は相当の重量だったため、移動させる
際に勢いがついてバランスを崩した。

所内会議において、事案の説明を行うとともに注意喚起を行う。同
様の作業を行う際には、互いに声を掛け合いながら慎重に行うこと
を徹底する。
作業内容によっては、業者へ委託する。

0円



傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策 実施費用

令和6年度公務災害防止対策事例集

左橈骨遠位端骨
折

4年2組の教室へ向かおうと歩いていた際、4年1組の教室と
手洗い場の間の廊下の床が濡れていたのに気付かず滑って
転んだ。

手洗い場を使用し床が濡れた場合は拭いておくよう、
日頃から児童に指導していたが、拭くのが不十分で、
水気が残っていた。そして、階段から上がり曲がって
すぐにこの場所があるため見通しが悪く、床の水気に
気付かず滑ってしまった。

・床が濡れた場合は必ず拭いておくよう児童に指導すること。
・床が濡れている場所を発見したら拭いておくこと。
・見通しの悪い場所のため気を付けて歩くこと。
・以上のことを職員終礼で全職員に周知した。

0円

左膝関節捻挫
体育の授業への移動中、小走りで急いで校地内の横断歩道
を渡ろうとしたところ、突然左ひざの後ろがバチンと音が
して激痛が走った。

授業開始直前の移動となり、渋滞している車の間を小
走りで急いで渡ろうとしたため。

・5分前に移動を完了し、走らなくても済むようにした。
・公開日に保護者が車で来校するとき、車の進入路を２ヵ所に増や
し、校地内外の渋滞を緩和させた。

0円

右肩甲骨体部骨
折

生徒の下校指導をしている際、ヘルメットを被らず自転車
で下校しようとする生徒Aに指導していたところ。逆上し
て殴りかかってきたため体を寄せて身を守りながら指導し
た。その後体を離して下校を促したところ、突然振り返り
突進してきてコンクリートの犬走りに体幹を強く打ち付け
た。

生徒による暴力行為

教職員に対し、職員会にて以下のとおり話をした。
・生徒に対して複数で対応すること
・生徒が周りに危害を加えそうな場合や器物破損を行うような場合
においては距離をとること
・教員の対応尾が難しい場合は、警察の力を借りる

0円

右足関節外側靭
帯損傷

卒業式後、クラスでHRをしていたが、依頼していた教員が
来なかったため、産業技術科の職員室に呼びに向かった。
生徒、保護者を待たせていたため、急いでいたところ階段
の間隔と歩幅が合わず、踏み外してしまった。

生徒と保護者をクラスで待たせていたため、早く呼び
にいかなければという焦りの気持ちがあり、階段を
走ってしまったこと。

職員朝礼時に、公務災害が発生した状況を詳細に説明し、廊下・階
段を走らないことと余裕を持って仕事をすることを周知した。ま
た、該当箇所付近には注意を促す張り紙をする。
【周知した内容】
・踏み外しや転倒のおそれがあるので、廊下・階段は走らないこ
と。
・焦る気持ちがあると注意が一点に集中して周囲への観察・配慮が
おろそかになるので、余裕をもって仕事をすること。

0円

左示指針刺創
左大腿骨近位骨折患者の手術において、皮膚縫合中に誤っ
て自身の左示指指腹部に縫合針を刺してしまった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左橈骨遠位端骨
折

児童と交流を深めるため昼休みにバレーボールをしていた
ところ、男児がサーブをしたボールをレシーブしようとし
た際、足が滑り後方に転倒しそうになったため、床に左手
をついてひねり骨折した。

意識したイメージ通りに身体の動きがついてこなかっ
たため。

職員会議の時間に、以下内容を職員に周知した。
・準備運動をしっかりと行う。
・確実にボールがとれるときでないと思ったら深追いしない。

0円

左アキレス腱断
裂

放課後の陸上練習を監督している際、児童と一緒にジャン
プをしてからダッシュをするという走り込みをしていたと
ころ、両足ジャンプをしようと踏み切った際、アキレス腱
を断裂した。

足に想像以上の負担かかってしまったため。
常にやっている動きや慣れている運動であってもけがをすることは
あるため、準備運動をしっかりと行うこと、安全に気を付けて活動
を行うよう職員会議で職員に周知した。

0円

右下腿打撲傷
新庁舎への引越し作業中、台車に積載していた段ボール箱
が崩れて右足内側のすねを負傷した。

引越荷物の段ボール箱を積んだ台車から、段ボール下
ろす作業を一人で行った。
ストッパーのない台車の段ボールがバランスを崩して
落ち、右足内側すねに崩れて落ちた。

・安全管理のために持つの上げ下ろしは、2人で作業をするよう声掛
けをする。
・作業に当たっては、長袖、長ズボン毛袋を着用する。
・書類が多く、重たい段ボールは下から積みようにする。

0円

右小指裂傷

清掃センターへ軽トラックに積んだ粗大ごみ（ベッド）が
持ち込まれた。軽トラックの荷台からベッドを荷下ろしす
る際に、ベッドと軽トラックの荷台の間に右手の小指が挟
まった。

軽トラックの荷台から2名の作業員でベッドを下す際
に、手が挟まれる可能性のある部分を持っていた。ま
た、作業員同士の意思疎通不足によりベッドを持ち上
げるタイミングが合わずてがベッドと荷台の間に挟ま
れてしまった。

災害が発生した翌日に朝礼の場で、職員全員に対して、災害発生時
の状況の共有と、大型荷物の荷下ろし時の注意喚起及び、作業時の
職員同士の意思疎通を徹底することについて確認を行った。

0円

右母指咬傷
リクライニングの車イス乗降中の興奮状態にある患者さん
が急に立ち上がろうとしたため、転倒されると思い身体を
支えようと右手を出したところ噛まれた。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

右上腕咬創
入院患者が車イスからすべり落ちそうになり患者の背部側
から両脇に手を入れ体を支えようとしたところ、右上腕を
噛まれた。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

適応障害

外部の業務関係者から職員の仕事上での「役立たず、馬
鹿」等の発言、怒鳴り、恫喝、人格否定など圧力を受け
た。その後2月には何度も同関係者から、侮辱、威圧を受
け続け、体調不良や持病の悪化につながった。また、町の
対応についても体調不良の要因の1つと感じている。

 課長と被災職員が、関係性が崩れていた相手方との
協議や調整作業等をする中、町執行部からの期待と業
務支援を受けていた担当者の圧力との相当な板挟みに
なった。上司である課長が病気療養による休職とな
り、業務の負荷は増加し担当者との直接的な関与がさ
らに増加した。業務支援を受けていた担当者から仕事
上の指導・叱責にあわせた人格否定、直属の上司に対
する侮辱的態度、威圧的な叱責が度重なりあった。

・ハラスメント研修の振り返りとして、全職員に対して職場におけ
るパワーハラスメント問題について、情報提供を行った。
・所属部署の職員へ改めて周知を行った。
【今後の取り組み】
・全職員を対象としたパワーハラスメント研修会を開催し、働きや
すい職場環境と良好な人間関係を築ける機会とする。
・安全衛生委員会で情報を共有し、啓発運動を進めていく。

275,000円

右角膜びらん

児童の紙パンツを交換するため、児童の体幹装具を外そう
と、左腕で児童の背中を支え抱きかかえるようにしてい
た。児童は左腕を揺らしており、揺らしていた左腕が勢い
よく振り上げられた際に、指先が右眼に接触した。

肢体不自由の児童で、生活全般で介助が必要な児童で
ある。人や物への興味が広がり自分から手を伸ばし関
わろうとする。両腕を胸の前で組んでいることが多い
が、教員が児童の右側から横向きに抱きかかえている
ときには、右手で教師の頭を触れ触ろうとする。同時
に左手を揺らしていることもよくある。揺らした腕が

災害発生時の状況について、学級会で今後の対応について検討し、
その内容を学部全体でも共通理解した。
〇内容
・児童の身体の動きや動かし方の特徴を十分に把握しておくこと
・児童の介助時の適切な対応方法について共通理解しておくこと

0円

打撲

卒業証書授与式の会場設営を行っていた。靴を脱ぎ素足に
靴下を履いた状態でステージに上がり、ステージ上で縁台
とマイクを設置したのち、音量を調節するためにステージ
脇にある階段から放送室に上がろうとした際、高さ1〜2ｃ
ｍの段差に、右足の爪先を強打した。

僅かな段差であり、段差に気付かなかった。

・僅かな段差であり段差があることに気付きにくいため、段差部分
に「蛍光テープ」を貼付するとともに「足元注意」の表示を行っ
た。
・職員朝礼で、全職員に対して今回の事例を説明し、注意喚起し
た。

0円
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令和6年度公務災害防止対策事例集

右第5指打撲内出
血

下須浄水場内において塩素の補充作業中、ドアのヒンジ付
近に手を置いていた際、いきなり強風が吹きドアが閉まり
指を詰めた。

強風によりドアが閉まる可能性を考慮せずドア近くに
手を置いたこと

課内の職員に対し予期せぬ状態での事故の危険性について周知を
行った。

0円

左アキレス腱断
裂

陸上練習で幅跳びの練習をしていた際、大股で地面を跳ね
るように走るトレーニングの模範を児童に示そうと２、３
歩走りだしたところ、左足に激痛が走り、左足を前につく
ことが出来なくなり、動けなくなった。

十分な準備運動・ストレッチ不足
職員会議において、発生状況等を周知し、体育等で運動をする際は
準備運動やストレッチを入念に行うように全職員へ注意喚起をし
た。

0円

右排腹筋不全断
裂

不審者対応を想定した避難訓練を実施しており、校舎に侵
入してきた不審者役の警察官に、児童に近づけまいと進路
を防ぐ形で対応していました。すると、不審者役が進行方
向を急に転換し、不審者役の前に立とうと動いたところ、
動きの中で右ふくらはぎ部分に急な負荷がかかり強い痛み
を感じた。

不審者の急な方向転換を予測できず、体の対応も難し
かったため、支障が生じてしまった。

・職員会議の際に、全教職員に対し、不審者の動きを最大限予測
し、対応するよう口頭で通達した。

0円

顔面挫創、左下
腿挫創

庁外での会議出席のため、鞄を持ち急いで階段を降りたと
ころ足を踏み外し、踊り場まで転落した。

心理的に慌てたことによるもの
執務室が２階にあり、エレベーターがないことから、特に雨天時や
荷物を運び出す際には、階段の使用に十分気を付けるよう、職員へ
の呼びかけを行う。

両前腕咬創

図書館での授業中、児童が感情のコントロールがきかない
状態になり、学校司書に掴みかかった。学校司書から児童
を離させようと横から手を出して児童の腕を掴んだ際、児
童がそれを振り払おうとして、左手首と右手首を噛まれた
り、左足の脛やお腹を蹴られた。

児童は感情や行動のコントロールができにくく、反抗
的なことが多い。自分の思い通りにならない時に、不
適切な言動（暴言、棚にあるものをすべて床にたたき
つけたり、ものを相手に向かって投げたりする）が
度々見られる。今回は本棚にのぼっていたことを学校
司書に注意された際に、注意されたことに腹を立てて
掴みかかった。

職員会議で事故の経緯を全職員に説明するとともに、児童の様子と
行動特性を再度共通理解し、今後の対応を協議した。また、児童保
護者へも事故の経緯と今後の対応を説明した。

0円

左小指ＤＩＰ関
節根座

朝の会を始めるために椅子を運ぶように児童に指示したと
ころ、児童Ａが椅子を逆さにし、椅子の脚に付けていた床
傷つけ防止用キャップをはずして着替えコーナに投げたた
め、回収しようと着替えコーナーに移動し左手で取ろうと
したときに児童Ａも移動しており児童Ａの右手と左手がぶ
つかった。

周囲を確認せずに、キャップを取ることのみに集中し
て移動したため。

職員朝礼と小学部会で、今回の出来事の経緯を説明した。児童の様
子によっては咄嗟に支援しなければならないことはあるが、周囲に
ある物の配置や人の動きを把握したうえで冷静に対応するよう指導
した。

0円

左足部捻挫、左
足関節捻挫

書類を受け取り、執務室に戻るために階段を下りていた際
に、最後の1段を踏み外し、左足を捻挫した。

階段を降りる際に、手すりに摑まるなど安全行動が不
十分であったこと、
また、足元の確認が不十分であったため、階段を踏み
外して受傷した。

階段を降りる際は手すりにつかまり、また、足元をしっかり確認す
る。

急性腰痛症

卒業式の片付けを行っていた際、卒業生が前に並んで座る
ために使ったひな壇を一人で移動させようと、膝をついた
状態で方に担ぎ上げ床から持ち上げようとしたところ腰部
に激しい痛みを感じた。

作業を複数人で行わず、一人で行ったため。
職員会議で今回の公務災害について情報共有を行い、行事の会場設
営・撤収作業については複数の職員で対応しているが、特に重量物
の運搬の際には必ず複数で作業を行うよう注意喚起を行った。

0円

右膝関節捻挫

当直勤務責任者の指示により、16時頃から暑熱順化のため
トレーニングを行うため、準備運動後、消防庁舎外周の泥
上をランニングしていた。救急入電（119番通報）を知ら
せる予告音が16時36分に鳴動したため、ランニングを中断
し緊急車両が置かれた車庫方向に体勢を変えた瞬間、急の
右膝の痛みが出現した。

救急入電（119番通報）を知らせる予告音が鳴動した
ことで。急なランニングの停止や急な方向転換等によ
り、無意識のうちに右膝に過度な負担がかかり負傷し
た。

・準備運動の再徹底。
・トレーニング内容の見直し。（年齢を考慮したとトレーニング内
容への変更）
・予告音鳴動時における瞬発的な動作の禁止。
以上の内容を職員に注意喚起し、再防止を図る。

0円

左母指切創

家庭科の授業において、調理実習で「野菜炒め」を作るた
めに、教員用の作業台で一人でキャベツの葉を各班の分量
ごとに分けるために包丁で切り分けていたところ、キャベ
ツの芯を切り落とす際に誤って左母指付け根部分を切創し
た。

授業が始まり、児童の様子を見ながらの準備となった
ため、手元が不注意となった。

・家庭科や学級活動で調理活動をする場合は、切り分け等の準備は
事前に行うように職員会議で全教職員に話をした。
・緊急校務指導員、ボランティア等に協力を依頼し、より安全に効
率よく実習が行えるよう複数体制をとる体制を整え、2学期始めの職
員会議で全教職員に周知する。

0円

左示指切創
花壇の脇に生えていた草木の枝を鎌で切っていた所、左手
人差し指に鎌があたり、第2関節部位を2ｃｍ程度切った。

・鎌の操作の力加減を誤ったため
・作業用手袋をせず、素手でおこなっていたため

草刈り等の刃物を使用する作業を行う際は、適切な道具の選択、安
全な使い方に留意し、十分な装備（手袋等）をすると共に、周囲の
安全を確保してから行うよう、職員会議において職員全員に指示し
た。

0円

右手指打撲傷
サッカー部の指導中、試合形式の練習でゴールキーパーと
して参加していたところ、生徒の蹴ったボールが右手の指
にあたり負傷した。

生徒の蹴ったボールが想定外の場所に飛んできたた
め。

職員会議において、試合形式の練習に参加する際は無理のない範囲
で行うこと及び怪我防止の措置をとることを周知した。

0円

虫刺症
小麦の赤かび病感染穂の除去法として穂先を鋏で摘み取る
方法を実技指導した。この指導中、右手の甲を虫に刺され
た。

皮膚の露出部分を虫に刺された ・害虫忌避薬の備え付けと使用の奨励 1396円

上唇挫創
体育会の準備中、他の職員とともにテントを組み立てよう
としたところ、テントの支柱が倒れかかり、先端の丸座が
上唇部に強く当たった。

前方不注意。
職員会議で全職員に向け、公務災害について実際に起きた実例が示
されている資料を用いて、災害が起きた原因や防止策を学ぶ研修を
実施する予定。

0円

右足関節捻挫・
右外側側副靭帯
損傷

女子バレーボール部の試合形式の練習中、生徒が打ったア
タックに対してブロックに跳んで着地をした際、右足で生
徒の足を踏んでしまったため、右足を捻って負傷した。

〇部活動時に、ネット近くでプレーするときの安全面
についての教育が不十分だったこと。
〇当該教員の準備運動が不足していたこと。
〇十分に注意していなかったため。

【職員会議における全職員への注意喚起の実施】
〇部活動時のネット近くでのプレーにおける注意点の周知。
〇実技指導や練習補助をする際に、準備運動を入念することの周
知。
〇安全に作業するための心構えの周知。
・作業時には周囲の確認などを十分に行い、安全に作業すること。
・不注意な動作をせず、安全な作業に心がけること。
・慣れた作業でも油断せず慎重に行うこと。

0円



傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策 実施費用

令和6年度公務災害防止対策事例集

左第5中足骨基部
骨折

水泳指導のため1回更衣室で水着に着替えた後、履物をは
いて児童のいる2階教室へ急いで戻ろうと、更衣室前の1回
廊下を急いで歩いていた時に左足を捻った。

・児童対応を離れ、急いで戻らなければという気持ち
からの焦り。
・いつもと違う履物を履いて移動していたこと。

職員会議において
・今回の事案を職員会議等で全教職員に周知し、通行の際に気をつ
けるように注意喚起を行った。
・時間に余裕を持っての移動を心掛けるように周知を図った。

0円

左下腿痛、左腓
腹筋内側頭スト
レイン

剣道部の部活指導で実践形式の練習中、相手との距離を詰
めるために、左足を前に進めていたところ、左ふくらはぎ
に強い痛みがはしった。

事前に準備運動を行っていたが、左ふくらはぎへの負
担が大きかったため。

【個人に対して】経験者であり、専門家であるが故の災害でもある
と認識している。自分の年齢と体力等を十分考慮し、無理のないよ
うにと、本人に助言した。
【職員全体に対して】部活動中の自分自身の怪我等に十分注意をす
ること、また、生徒と一緒に活動する場合には、準備運動やダウン
を行うことを、職員会議の場にて全職員に注意喚起する。

0円

右鎖骨骨折

部活動指導中メニューに従い、その場で足踏みをした後に
合図を受けて前にダッシュした時に、体全体が前に傾き転
倒しそうになったため、上半身をひねり顔面からの転倒を
防ごうと右肩背面より地面に落下した。

準備運動も事前に入念にしていたが、転倒を防ごうと
受け身をとった際、肩への負担が大きかったと考えら
れる。

職員会議において
・全教職員に事故発生の状況等を周知
・準備運動やストレッチを入念に行うよう注意喚起
・公務災害の基本的考え方と発生時の対応について共通理解を図っ
た

0円

右第3趾基節骨骨
折

卓球部の部活動指導中、生徒とゲーム練習を行った際に、
相手の打った右サイドのボールを返球しようとして右足つ
まさきが壁に激突した。

狭い空間で卓球の練習を行ったため
・職員朝礼で全職員に対し、練習前の安全確認と注意喚起
・部活動の練習場所の見直しの検討

0円

右第5趾基節骨骨
折

旧教室から、新教室へ備品移動を行っていた。旧教室は
カーペット敷なので、入口で靴を脱ぎ教室内の壁時計を外
すために歩いていたところ、教室内の電子黒板の鉄製の脚
部分に右足を強打した。

足元を見ずに歩いていたことが原因と考えられる。
電子黒板の場所を壁際に移動させ、歩くのに邪魔にならないように
した。被災職員には、作業をする際には足元をみて安全に行うよう
指導した。

0円

頭部打撲

農業祭で模擬店の指導、監督を行っていた。営業終了後の
生徒2人と一緒に大型テントを片側ずつ折りたたもうと中
央の柱を持ち上げたところ、突然やや強い風が吹いたため
中央部を支えきれず、天井部のパイプの骨組みが頭部を直
撃した。

この度の被災は天候の急変が影響しているが、数日間
にわたってイベント準備を行った後、当日も悪天候の
中多くの来場者があり、生徒ともども疲労が蓄積して
いたと思われる。事前に作業手順を再確認するととも
に、大型テントを取り扱うのに十分な人員を配置し
て、安全確保に努めるべきであった。

農業祭の実施に先立ち、職員会議の場で本事例について共有した。
安全に対する意識を高め、同様の事故が発生しないよう未然防止を
図る。
①事前に会場内の点検・確認を行い、危険個所があれば予め修繕等
を行う
②安全を確保できるよう、十分な人員を配置する
③生徒と一緒に行う作業は、事前に手順を確認のうえ実施する
④天候によっては作業スケジュールを柔軟変更する

今年度の農
業祭用に
100000円程
度（修繕費
用として確
保）

右上腕骨頚部骨
折

1年生の宿泊合宿の引率中に、駐車場のアスファルトとコ
ンクリートの境目で地面につまづき右肩を地面に強打し
た。

急な引率業務を命じたことで、役割分担等の準備が不
足していたため。

災害発生2日前に公務災害の注意喚起を行ったばかりであった。管理
職間で急な業務命令を出さずに済むように確認した。また、すべて
の職員に対して、職員朝礼時に「生徒引率時の安全確認を行うよ
う」注意喚起を行った。

0円

右足捻挫
郵便物の確認のために職員玄関の下駄箱に行く途中、ス
ロープと廊下の段差に気づかず右足右側の甲を捻った。

足元の確認が不十分であったため。
職員終礼時に職員全体に注意喚起し、段差がある部分に黄色いテー
プをはり、意識や注意が向くようにした。

0円

左母指針刺創
関節内骨折観血的手術において、皮膚縫合中に誤って自身
の左母指掌側に縫合針を刺してしまった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左小指末節部圧
挫傷

同僚2名と落石の処理を行っていた際、3人掛りで落石を転
がそうとして持ち上げたが、重量があったため元に戻そう
とした際に、左手の小指を挟んだ。

重量がある岩石を移動するため3人が共同作業を実施
する際、作業手順の打ち合わせが不十分だったため、
作業を中断する際、3人が声を掛け合い同調して作業
ができず、被災者の指を外すタイミングが遅れ被災し
たと思われる。

作業着手前に対象物の状況を十分に観察し、想定される危険性を洗
い出し、従事者全員で打ち合わせを行う。作業にあたっては、お互
いに声等をかけ合い、意思疎通を行い実施する。

0円

左前腕痛

・工業用水使用者の6月分使用容量の検針を行い、検針票
の控えを使用者の2階事務室で提出後、帰る途中の階段で
発生した。
・使用者の管理棟屋外階段を昇り、2階事務室で検針票を
渡した後、階段を降り下から5段目から地上まで滑り落ち
た。

事務室を出てから野外階段を降りる際、右手は傘をさ
さずに持って降りたことから慣れない段差の階段でバ
ランスを崩しやすい状況であったこと、その上で階段
は雨で滑りやすい状態で階段を降りるときに長靴が
滑って偏荷重によりバランスを崩し、転倒事故が発生
してしまった。

①毎月の検針業務において、2階事務室へ入退室する際は、屋外階段
では必ず足元の階段ステップ（段差）に注意し、手すりを持って昇
降する。＊降雨の際は、雨合羽を着用してステップの状態をよく確
認しながら手すりを持ってゆっくり階段を昇降する。
②その他の工水使用者の管理する敷地内及び事務所に入退室する際
も同様に、事務室出入口の小階段や敷地内の陥没等、足元に十分注
意して業務を行う

0円

頭部打撲傷、急
性呼吸不全

部活動の朝練習をするために、高校のボート部艇庫に到
着。室内でローイング動作を指導する中で、足の使い方や
上体の使い方の指導を実施。何回か繰り返す中、スピード
を上げるために素早く上体を後ろに倒した後、足を後ろ方
向に出したが、足がもつれ、そのまま後頭部から、コンク
リートの床に強打した。

後ろ歩きで素早い動きをしたために、足がもつれて後
ろ向きに転倒してしまった。

部活動担当者（体育系）の話し合いで、今回のような部活での実技
指導において、バランスを崩しやすい体勢をとったり、あるいは足
場の歩い場所で指導を行う等の場合は、ヘルメット等の頭部保護策
や、指導場所を変える等して、ケガの恐れがないよう配慮すること
を申し合わせた。

0円

頚椎捻挫

２年生児童Aを教室に連れて行こうとしていた。児童Aが1
年生に見られたくないと言ったため、児童と教室の間に入
り、児童を抱えたまま横歩きで通ろうとしたところ、靴が
床に引っかかって躓き、腰と肩から床に転倒した。

児童を抱きかかえたまま、横歩きの状態で通過しよう
としたため。

児童を連れて行くときは、児童を抱き抱えず、手を引く等の対応を
とる。
時間に余裕を持ち、児童が自主的に動くように促していく。

0円

左手打撲
校舎内に侵入した蜂を駆除するために使用した殺虫剤が付
着した床で、足を滑らせ転倒した際、受け身を取るために
出した左手を負傷した。

・校舎内に蜂が侵入してきたこと。
・屋外使用専用の殺虫剤を校舎内で使用したこと

職員終礼の際、下記の点を全職員へ指導した。
・網戸のない窓・ドアは閉め、外注の侵入を防ぐこと。
・可能な限り屋内での殺虫剤散布を避けること。
・やむを得ず殺虫剤を校舎内で使用する場合は、足元に注意するこ
と。また、早急に床の薬剤をふき取ること。

0円

軽度の捻挫（右
足首）

県庁地区職員ソフトバレー大会において、ネット際でジャ
ンプした際に着地に失敗をして右足首を捻挫した。

ジャンプ時の着地ミス
今後、職員のスポーツ大会に職員が参加する際には、所属長等か
ら、準備運動の実施や無理な動作をしないことを呼びかける。

0円
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令和6年度公務災害防止対策事例集

左示指槌指（末
節骨骨折あり）

大田地区職員対抗バレーボール大会に出場した際に、相手
選手がアタックしたボールを、ネット上の至近距離で、左
手人差し指の指先で受けたことで被災した。

相手選手のアタックをブロックしようと手を差し出し
たため負傷したと思われる。

スポーツ事業に参加する際は、準備運動を十分にするとともに、負
傷するリスクを想定しながら競技に望むなど、万全の注意を払うよ
う所属職員に周知を行った。

0円

左手指蜂窩織炎
保健所へ負傷猫の通報があり、4名で現場へ急行しまし
た。到着し、職員が猫を追い詰め、当該猫を捕獲しようと
したしたところ、暴れだし、左手をひっかかれた。

保護手袋を着用しないで、逃げる猫を捕獲しようとし
たことが発生原因です。

素性の分からない猫を捕獲する際には必ず保護手袋を着用した職員
が行うことを再度徹底すること、マニュアルを順守するよう、関係
職員の周知を行いました。また、猫が暴れだした際には決して無理
をせず、上司に指示を仰ぐよう関係職員に周知を行いました。

0円

右口角部挫創

農場にて、現場業務（検体採取）を実施。パッドク内には
出荷前の子牛４頭がおり、作業者4人で保定および採材を
分担。子牛を狭所に追い込んで、牛を保定するため、パッ
ドクの一角に牛を追い込んだ状態で鼻輪をつかもうとした
ときに、牛が体勢を変え、口元に牛の頭部が接触した。

落ち着かない様子の牛に注意が向き、当該牛の予期し
ない動きに対応できなかったため。

・家畜取扱いに関する対応マニュアルを課員全員で再確認
・作業員同士でお互いに声を掛け合い注意しあうことを確認

0円

左下腿筋肉内血
種

職員地区スポーツ・文化事業「ソフトバレーボール大会」
の試合に出場した際、ネット際のボールの対処しようと
ジャンプし着地した際、左下腿部に痛みを感じた。

脚部の筋肉を伸ばす準備運動が不十分であった。 課内会議において、公務災害の防止について周知を行った。 0円

右前腕擦過傷、
両側下肢擦過傷

県道のパトロール中に、路肩のクラックを発見し確認する
ために、路肩に設置してある溜枡の上の鉄板に乗ったとこ
ろ、足下が不安定であったため鉄板がはずれて溜枡の中に
落下した。

不安定な足下での慎重な対応
現場を確認し、同様な場所での作業及び行動を慎重に行うことを遵
守することなどを話し合った。

0円

熱中症

ダムに係る施設である警報局等の局舎点検作業を行ってい
た。作業中は高温であり、発汗が止まるなどの自覚症状は
あったが、体調に変化がなかったため帰宅。その後症状が
現れた。

従来は、点検者が熱中症対策を執っていたこともあ
り、未対策であった。

経口補水液や塩飴を購入し、屋外で作業を行う際に、携帯できるよ
う準備を行った。

1,108円

腰部挫傷

Jrアスリートとの合同練習中、小３の男子生徒が練習水域
より南西の風に流され、下流まで流された。下流岸壁に
は、係留中のタンカーがあり、そのタンカーに児童が乗る
シングルスカルが衝突する状況にあったため、危険回避行
動として、一人で救助した。救助の方法は、児童を救助艇
に収容し、児童の安全を確保、その後、オールを回収し、
最後にシングルスカルボート（１５kg）を救助艇に回収す
る手順で行った。しかし、シングルスカル艇体を救助艇に
回収する際に腰に激痛が走った。

危険回避行動として、やむなく一人で救助したことに
より、腰部に大きい負荷がかかってしまった。

部活動担当者（体育系）の話し合いで、高校生よりも注意して保護
監視をすべき技術指導対象者（小中学生）が相手の場合には、周囲
の船舶航行・停泊状況の確認を十分に行い、余裕をもって小中学生
の監視ができる状態で練習指導をしていくことを申し合わせた。

0円

右前腕打撲傷兼
擦過傷

授業中に児童Aが落ち着きをなくし、椅子を投げつけよう
としたので、制止した際に、椅子が右腕に当たった。

児童Aは、ちょっとしたことで情緒が不安定になるこ
とがある。不安定になるとイライラして物を投げたり
叩いたりし暴れることがある。椅子を投げようとする
児童Aを一人で制止しようとしたため、右腕を負傷し
た。

職員会議において
・全教職員に事故発生の状況等を再度周知
・配慮を要する児童へのかかわり方の確認
・配慮を要する児童が落ち着きをなくした時の対応について共通理
解
・全教職員に公務災害への注意喚起

0円

前胸部・腹部挫
傷

児童より「助けてください」の声がけがあり、教室に行く
と児童Aが落ち着きをなくし暴れていた。制止しようと、
背後から取り押さえて動けないようにした。その際に、何
度も肘で胸部や腹部を殴られた。

児童Aは、ちょっとしたことで情緒が不安定になるこ
とがある。不安定になるとイライラして物を投げたり
叩いたりし暴れることがある。暴れる児童Aを一人で
制止しようとしたため、前胸部、腹部を負傷した。

職員会議において
・全教職員に事故発生の状況等を再度周知
・配慮を要する児童へのかかわり方の確認
・配慮を要する児童が落ち着きをなくした時の対応について共通理
解
・全教職員に公務災害への注意喚起

0円

熱中症
林野火災の指令を受け、タンク車に乗車し出動する。山林
内で消火活動及び活動指揮を執っていたところ手足のしび
れを発症し、体動困難になった。

高温環境下（気温：37.1゜C、湿度：54.1％）であっ
たため防火衣の下に冷却ベストを装着し出動するも、
火災を覚知してから現場到着までに十分な水分補給を
せず現場活動を行ったことにより発生したもの。

・暑熱順化トレーニングの実施。（気候変動を考慮し計画的に実
施）
・積極的な身体冷却（冷却ベストの装着）
・火災現場到着前の水分補給の励行
・現場環境（暑さ指数も考慮）に応じた活動時間の管理、休息の取
得及び水分補給の実施。 以上の内容を職員に注意喚起、防止を図
る。

0円

右肩鎖関節脱
臼、右肩甲骨関
節窩骨折

ソフトボール部指導中にベースランニングの手本を示した
際、2塁ベースを回ったところで、転倒し、右肩を地面に
強打した。

準備運動が不足し、本人が思っていた以上に体が動か
ず、足がついていかなかったためと考えられる。

職員朝礼において、全職員へ以下の周知を行った。
・全職員に事故発生の状況等と周知
・準備運動やストレッチを入念に行うよう注意喚起
・公務災害の基本的考え方と発生時の対応について共通理解を図る

0円

左アキレス腱断
裂

ホームルーム活動で、体育館で生徒と一緒にバトミントン
を行っていた際、高く上がったシャトルを打ち返そうと後
ろに下がったところ、急に左下肢に激痛が走り負傷。

授業終了5分前（9：50）には片付けを始める段取り
で、生徒にもそのように声掛けをしていたが、最終の
試合途中（9：45頃）で負傷した。
・事前に十分な準備運動を行うことはもちろん、次の
授業のことも考えて、時間に余裕を持って早めに切り
上げるなどの配慮が必要であったと考える。

・衛生委員会で今回の事例について報告し、課題の共有を図る
・職員会議において周知し注意喚起をする
（授業に限らず課外活動においても十分な準備（運動)を行うととも
に、時間内で計画的に実施するよう意識を高め、安全確保と事故の
未然防止に努める）

0円

左膝内側半月損
傷

女子バレー部の練習試合の途中で生徒にレシーブ指導をお
こなった。レシーブ姿勢をとったときに、体重を左足から
右足へ移動させたところ左ひざを受傷した。

以前にも受賞したことのある部位に無意識に負荷をか
けた。

職員朝礼で事故発生状況について周知するとともに、運動前のスト
レッチを十分におこなうよう注意喚起をおこなった。

0円

頸椎捻挫
廊下を歩行中に、後ろから走ってきた児童に突然首に飛び
つかれ、のけぞるようにして倒れ込んだ。

児童の突拍子もない行動に対応することがができな
かったため。

当該児童の保護者、管理職、担任で今後の学校生活の過ごし方につ
いてケース会議を実施した。当該児童は、これまでにも人との適切
な距離をとることが難しく、職員に抱きついたり、飛びついたりす
ることが見られた。これから、児童が思春期に向かっていくことも
鑑みて、過度なスキンシップは保護者のみとし、その他の大人に対
してはハイタッチをするという約束事を設けて指導を始めている。

0円



傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策 実施費用

令和6年度公務災害防止対策事例集

両大腿肉ばなれ
児童のリレー指導を行うため児童と並走しようとした際、
スタートした瞬間に両太もも激痛が走った。

準備運動をしっかり実施していなかったため。
職員朝礼で教頭が教職員全員に対し、運動時に伴走したり試技をす
る場合は十分に準備運動を行い、体調等に変化が見られたときには
即時、中止するよう口頭で指導を行った。

0円

左膝関節捻挫、
左膝関節血種、
左膝後十字靭帯
損傷

通級指導中キックボードに乗る活動をしていた。その際、
操作を誤りバランスを崩し転倒した。

通級指導中、児童と並んでキックボードに乗った際、
不慣れから操作を誤り転倒した。

職員会議にて全教職員に公務災害防止対策事例を周知し、日頃から
公務災害を起こさないよう注意喚起を行った。

0円

左環指打撲傷

・遊戯室で保育者が子どもたちへかき氷を提供している時
に机のバランスが悪く、かき氷機が転倒した。その転倒し
たかき氷機を机に戻す際、バランスを崩し、机とかき氷機
で左手の薬指の先端を挟んだ。

・かき氷機を置いていた机が狭く、安定性が悪いた
め、かき氷機が転倒したと考えられる。その安定性が
悪い机へかき氷機を戻そうとしたために、左手の薬指
の先端を痛めることにつながったと考えられる。

かき氷機を置く机の幅や形状等、バランスが悪く、転倒したと考え
られる。今後、かき氷を作成する際、かき氷機の配置場所等、十分
安全面に配慮するよう努めていく。

0円

殿部打撲傷、腰
痛症

1校時後、教室前方の黒板前に立っていたところ、後方か
らやって来たA児に急に左殿部を強い力で掴まれた。
3校時の授業中で教室前方の黒板前に立って学習指導中、
後ろの回ってきたB児に絵の具筆を入れるプラスチックの
ケースで同じ個所を叩かれた。

・学級で不適応を起こした児童に対して、学習規律が
徹底せず教室内を自由に行動させることとなってし
まった。
生徒指導上、危険が生じる恐れがあると思われる状況
であったが、全ての時間に複数体制がとれる職員の人
的環境になかった。

①事案発生後、職員会議の場で日頃の悩みや職員関係づくりについ
て話せる場を意図的に設定した。また、サポートが必要な学級へ
は、優先的に複数の指導者で指導に当たる体制づくりを行った。
②日常的に、管理職の日常の授業観察や学年会等での情報共有に
よって、サポートが必要な学級に対して、組織的な対応で支援の方
法を検討している。
③次回職員会議の場で、上記2点を再度確認するとともに、児童へ集
団生活をする上でのルールやマナー、学習規律を全職員で徹底させ
ることを確認する。

0円

右頬部擦過傷
認知症による抵抗行動がある寝たきりの患者に対し検温を
行っている時に、看護師の右頬部をはらい擦過傷ができ
た。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左小指打撲
帰りの会を行う際、教室出入口の引き戸を後ろ手で強く閉
めようとして、扉で小指を挟んだ。

児童尾に気を取られていたことによる不注意。
職員会議において、県作成の資料（公務災害防止対策事例）を用い
て、全職員への周知を再発防止の啓発を行った。

0円

急性腰痛症
清掃の時間に清掃指導のため、児童と一緒に教室の後ろに
移動させていた児童用机を前へ移動させるために両手で児
童机を持ち上げたところ、腰に痛みが生じた。

児童用机が想像以上に重量があったため
限られた時間での作業だったため

職員朝礼で事故についての報告をし、下記のことを共有した。
・荷物等を持って移動する場合は、姿勢に注意をして作業をするよ
うに
・作業をする際には、ゆとりをもって行うこと

0円

左小指腱性マ
レット

部活動（柔道部）の練習時に生徒と乱取りをしていた。生
徒が被災職員を投げた際に、生徒が左上の乗る状態とな
り、床と生徒に左腕が挟まれる形となった。その際、左手
の小指で床をつき、痛みが発生した。

練習内容（乱取り）の特性上、瞬間的な動きの中で被
災したと考える。

〇職員会議で部活動の指導についての共通理解を図った。
・種目による特性と安全な指導について
・体罰の禁止について
・熱中症対策における注意点について

0円

左示指・中指・
環指圧挫傷

公用車の荷下ろし作業中、誤って運転席側ドアに左手を挟
んだ。

急いでいたこともあり、不注意であった。
手元の確認や危険予測が不十分であった。

作業をする際は、手元の確認を十分に行うなど、危険を予測して実
施する。

0円

右膝関節内側側
副靭帯損傷、右
膝内側半月板断
裂

体育の授業で、生徒と一緒にバレーボールの試合形式の練
習をしていた際、トスが上がったボールに対してジャンプ
してスパイクを打とうと跳び上がろうとしたときに右膝に
痛みを感じた。

事前に準備運動を入念にしていたが、膝に何らかの負
荷がかかったジャンプになったことが原因と思われ
る。

体育の授業での実技指導は（部活動でも同様のこと）、入念な準備運動を
行った上で実施すること。また、過信しない範囲での運動量とすることを
職員朝礼で注意喚起した。

0円

右アキレス腱断
裂

体育の授業中、校庭でロードレース大会の練習を終えた
後、ボールゲームの基礎的な動き（3名1組で投げられた
ボールををジャンプしてキャッチしさらに着地する前に他
の相手にパスをする動き）を児童と一緒に行っていた。こ
の動きを数回繰り返し着地した時に痛みを感じた。

児童と一緒に準備運動を行い、体育科の授業に臨んで
いたため十分体はほぐれていると本人は自覚していた
が、ジャンプして着地する際に右アキレス腱付近に力
がかかり断裂につながったと考えられる

職員会議において
・教職員に事故発生の状況等を周知し、共通理解を図った。
・体育の授業や体験活動等など、教員も自分の体力や技術を過信せ
ず、十分な準備運動やストレッチ、を行ったり、きちんとした装備
で行うよう注意喚起した。
・公務災害の基本的考え方と発生時の対応について共通理解を図っ
た。

0円

左側胸部打撲傷

国語・算数・自立活動の時間に双六をしていた。双六のお
題で児童Bと相撲をしていたところ、様子をみていた児童A
が児童Bへの応援で興奮状態となり、突進してきて、その
時に児童Aの右膝が左脇にあたった。

児童と相撲等の勝ち負けがつく活動をする際の安全管
理に対する理解不足

・職員朝礼において今回の事案について教職員で情報共有し、勝ち
負けがつく活動を行う際の安全の確保について再度確認し、注意喚
起を促した。

0円

左環指末節骨骨
折

午後3時から授業時間にドッジボールを開始した。児童の
投げたボールを正面でキャッチしようとし、左手薬指を突
き指した。

ボールを手で受け取ろうとして、結果として指にあ
たってしまった。
ボールの受け取り方が原因である。

職員会議で所属職員全体に、体育の授業や子供と過ごす時には、
ボールを手だけで受け取るのではなく、体全体で受け取るようにす
るよう指導した。

0円

左頬部外傷性皮
膚潰瘍

5年生の日常生活での指導で、高学年昇降口で担当する児
童Aの見守りを行っていた。児童Aは靴に興味があり、他の
児童の上靴を靴の持ち主に渡したい衝動が高まり、他児を
探しに駐車場まで行こうとした。校外に出ないよう制止す
ると、児童Aは落ち着かなくなり教諭のマスクをつかみ外
そうとし、その際に児童Aの中指の爪が左頬にあたった。

今回の災害にかかわる児童は、衝動性やこだわりが強
く、最近では、靴への執着が高まっていた。今回の災
害があった日は、朝から上靴をその持ち主に渡したい
という思いが、欠席児童が多かったためにかなえられ
ず、校舎外へ出ようとした。被災職員は安全確保のた
め、児童の行動を制止したが、学級担任ではなく日常
的に児童Aの指導に行っていないため、児童Aの急な
苛立ちへの対応が難しかった。

災害発生時の状況について学年部で情報共有し、今後の対応につい
て検討し、その内容を学部全体で共通理解した。
〇内容
・自動が不穏になりそうな時には、早めに複数で対応すること。
・突発的な行動をとることがあるので、児童との身体的な距離の確
保を行うこと。

0円

左上肢蜂窩織炎

理科教材学級園で土を素手で掘っていたところ左手指先の
傷口から何らかの菌がはいった。放課後から腕の痛みとと
もに発熱があり、次の日さらに腫れが広がり、高熱が続い
た。

園芸用手袋を着用せず畑の作業をしたため

緊急職員会議を開き、原因を説明した。理科教材学級園などの屋外
やプランター等園芸作業をする場合は、園芸用手袋を着用しショベ
ル等を用いることの共通理解を図った。
園芸用出袋を購入した。

980円
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右下腿部圧挫
傷、左足関節捻
挫、外側靭帯損
傷

2階にある3年生教室から1階ランチルームに給食の食器や
食缶を返却するため児童と共に教室を出て西階段に向かっ
た。その際、食器かごを両手で持っていた。最初の1段目
に左足を下したときに階段を踏み外し、捻った。

・足元への注意不足
・両手で荷物を抱えていたため、体のバランスを崩し
た際のとっさの対応（手で体を支える、手すりをつか
む等）が遅れた。

・注意喚起のための張り紙を、階段の壁と床に貼った。
・階段歩行の際の留意点を、職員会議時に全職員で確認した。

0円

蜂刺傷（左前
腕、左母指根
部）

校舎北側の校地内の斜面の草刈りを草刈り機を使って実施
していたところ、スズメバチがいたところに刃があたり2
個所を立て続けに刺された。

現場における業務の際、スズメバチなどの害虫に対す
る危険予知が甘く、装備面で不足があった。

全職員に対して、職員会議において公務中の安全確保について注意
喚起を行った。また、害虫による被害に備え、防虫スプレーやポイ
ズンリムーバーの配置を作業現場近くに変更した。

0円

右眼球打撲症

4年生の体育の授業中、子ども同士のトラブルが発生し
た。一人の児童を、別の児童が追い掛け回していたため、
教諭が間に入った。その際、教諭を払いのけようとした手
が目にあたった。

・試合の勝敗がついた際の児童の助言への注意が不十
分であった。
・興奮している児童の行動の予測が甘く、距離を詰め
すぎたこと。

・児童へ興奮して追い掛け回したり、人を払いのけようとしたりす
ることについて、注意や指導を行い、その旨を担任より保護者へ連
絡し、家庭でも同じ方向で指導していただくようお願いした。
・職員朝礼で本事例について報告を行い、全職員で指導の方向性や
その対応について共有した。

0円

右肘打撲傷、右
肘皮下血腫

休み時間中、児童机の間に立って児童数名と勉強の質問に
答えるなどの話をしていた。前（黒板側）へ歩き出そうと
して、傍にいた男子児童の足に左足が引っ掛かり前に倒れ
た。

・児童との会話に気を取られ、足元への注意が散漫に
なってしまったため。

職員会議にて、事故の周知と、忙しいときでも教室内など狭い場所
では足元への注意を持つことを確認した。

0円

右大腿部刺傷
救急外来にて外傷の患者の縫合処置中に謝ってシリンジを
落下し、右大腿部に針が刺さった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左中指針刺傷
入院患者に昼食前インスリン注射を施行後、針捨てBOXを
忘れてしまい、リキャップした際にキャップより針が出て
おり、誤って刺さってしまった。

針捨てBOXの準備不足 衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左大腿骨転子部
骨折

職員会議に参加するため、校長室から隣の職員室へ移動中
に転倒し受傷した。

職員会議に校長用PCをもって参加するため、校長室
から職員室へ移動しようとしたところ、慌てていてモ
ニターのケーブルだけ外し忘れていた。椅子から立ち
上がり移動しようととした時、ケーブルに引っ張られ
たためにバランスを崩してPCを落とさないように
しっかり持ったまま左足を下にして横向きに転倒し
た。

・職員会議の時にパソコンを移動するのは校長だけであるので、校
長は事前に資料を印刷してパソコンを持たずに職員会議に参加す
る。
・パソコンやタブレットを持って移動する時には、コードやケーブ
ルがつながっていないか確認してから移動を開始する。また、時間
にゆとりを持ち慌てずに移動する。
・床に引っかかるものがないか点検を行う。 以上のことを職員会
議で伝え、注意喚起を行った。

0円

右拇指伸筋腱損
傷

体育館での行事に参加し、校舎へ戻るため渡り廊下を歩い
ていたら、雨が吹き込んだのか渡り廊下の床が濡れていた
ため右足が後ろ側へ滑った。

雨が吹き込んだことにより渡り廊下が濡れて滑りやす
くなっていたため。

渡り廊下は片側にしか窓がないため、雨が吹き込んだ際には濡れや
すい。風雨の場合は気づいた職員が片側だけでも閉めること、ま
た、濡れやすく滑りやすいので注意するよう職員朝礼等で促す。

0円

右足部打撲傷

自席で業務中に机の一番下の引き出しの中のファイルを探
していたが、見つからず、引き出しの奥を見ようと引き出
しを引いた際にストッパーが緩くなっていたようで机から
外れ落ちてしまった。

引き出しのストッパーが緩くなっており、機能せず引
き出しが外れるということを想定できなかったため。

職員会議で全教職員に今回の災害の内容を周知するとともに、職員
室内の机の引き出しのストッパーが緩くなっていないか確認した。
また、該当の机の引き出しは、引き出しを使用いていない机の引き
出しと交換しストッパーがしっかりと機能することを確認した。

0円

左下腿 、左足関
節打撲傷、頭
部、顔面打撲

校外学習の帰路、児童を引率するために児童の列の先頭に
立って歩いていた。トイレに行って戻ってくる児童の確認
をしようと後ろを振り返った瞬間、バランスを崩して水路
の転落した。

学年担任であり、校外学習の引率として児童を先導し
ていたところ被災。児童への指導、確認に集中してい
たため、周囲の安全確認が不十分であった。

・校外学習等の引率における引率者の増員
・校外学習時の事前の現地下見及び危険個所の確認を実施
・職員会議で教頭から、全職員へ引率時の児童ならびに引率者の安
全確保に対する留意点について確認

0円

左下腿腓骨不全
骨折

サッカー部の部活動中、顧問として1対１でボールを奪い
合うメニューのデモンストレーションを生徒と行っていた
ところ、たまたま生徒の足が左足外側に当たり、後ろ向き
に転倒した。

事前に準備運動を入念にしていたが、生徒の足が左足
外側に当たることは想定しておらず、避けることがで
きなかったため

部活動での実技指導は（体育の授業でも同様のこと）、入念な準備
運動を行った上で実施すること。また、過信しない範囲での運動量
とすることを職員朝礼で注意喚起した。

0円

針刺創
歯科検診で使用したスケラーと歯鏡を大きなバケツに入れ
てゴム手袋を着用しながら洗っていたとき、スケラーの鋭
利な先端が右示指に刺さった。

厚手のゴム手袋を着用していたが、スケラーと歯鏡を
すべて1つのバケツに入れて洗った。

取扱いに注意を要する器具を使用する業務にあたっては細心の注意
を払うことについて職員朝礼で周知し、特に保健部（保健室)や理科
の教員に注意を促した。

0円

右足関節外側靭
帯損傷

南循環線を運行するため車庫から市立病院へ回送後、市立
病院バス停において、方向幕を確認するためバスの前扉か
ら下車する際、ステップの高さを見誤り右足を捻って転倒
した。

降車口ステップの段差の確認が不十分であった。 乗降の際にはステップの段差に気を付けるよう注意喚起を行った。 0円

左三角靭帯損
傷、左踵腓靭帯
断裂、左前距腓
靭帯断裂

部活動指導中、試合形式の練習で部員の代わりに試合に入
りサポート、自チームの生徒からのパスを受けてドリブル
を行った。相手チームの生徒がボールを奪いに向かってき
たため、奪われないよう反転しようとした際に軸足が生徒
の出したステックの上に乗り尻もちをつくように転倒し
た。

試合形式の練習に入ることに慣れていたこともあり、
激しい攻防を行う場面もあった。怪我をするリスクを
考えていなかったことが今回の怪我の原因になった。

部活動においての事故について職員研修を行い、未然防止につなが
る取組をグループで考え発表した。ヒヤリハットの事例は競技種目
が違っても、指導者間で共有することの大切さに気づく研修となっ
た。

0円

右示指MP関節橈
側側副靭帯損傷

階段を上がっているときにつまづいて前向きに倒れ、左手
に指導用PCと教科書等を持っており、倒れまいと空いてい
た右手をついたとき、階段の段鼻部分に強く打ち付けた。

手に持った荷物で、足元がよく見えなかった。
・職員朝礼で全職員に対し、公務災害防止対策事例などを周知し、
日頃から公務災害を起こさないよう心がけるよう注意喚起を行っ
た。

0円

右示指挫創
シェイカーを洗う際に、排水溝付近に残されていたガラス
片で切った。

手洗い場が安全であるかどうかの確認を怠ったこと。
職員会議において、県作成の資料（公務災害防止対策事例）を用い
て、全職員への周知と再発防止の指導を行う。

0円

左顔面挫創

研修でヨット体験を実施した。ヨットに乗り運転していた
ところ方向転換に失敗してヨットが横転した。指導者の運
転する救助艇に乗りヨットの回収作業を行ったが、ヨット
を起こしてセールを取り外す際、セールが風にあおられて
ブーム部分が回転し左眉毛付近にあたった。

ヨットの操船中には進行方向を変えるときのブームの
動きなどに留意し、怪我をしないようにすることがで
きた。しかし、ヨットの回収作業を焦ってしまったこ
と、指導者に注意事項を確認することを怠ったこと、
コミュニケーションをしっかりとって起こすことがで
きなかったことが原因であった。

怪我を受けて公民館、セーリング競技指導員のもと、ヨットの構造
や操船方法、ヨット横転時の対応、事故を未然に防ぐ方法、事故が
起こった際の措置などを経験を交えながら研修していただき、対応
方法等について周知徹底した。

0円



傷病名 発生状況 発生原因 公務災害防止対策 実施費用

令和6年度公務災害防止対策事例集

腰椎椎間板ヘル
ニア、第５腰椎
分離すべり症

引揚救助の訓練中、要救助者を抱えた際に発症以降、腰部
と足にかけて痛み、痺れ、右足可動域の鈍化を感じていた
が訓練を行っていた。その後訓練の際に憎悪した為医療機
関を受診した。

「引揚救助」という訓練を実施中、要救助者役の人物
を抱え上げる際に上記発生状況記載の症状が悪化し訓
練を中断、医療機関を受診となったもの。

・訓練日誌へ健康状態（実施前・後）チェック欄を追加し、日々確
認することとした。
・ストレッチを強化した。（実施前・後）

0円

急性腰痛症

建物火災に出動し、消火活動中に消防用のホースが屋外に
設置してある物干しスタンドに引っ掛かったため、左手で
動かそうとした際に腰部に違和感が起き、時間経過ととも
動けなくなったもの。

消火活動中の不意な行動が腰部に負担がかかる動作で
あった。

災害現場、訓練中を問わず安全管理者による隊員の体調確認及び体
調面等で不安がある際の報告を再徹底した。また、長時間の作業に
おいて隊員に過度な負担がかからないよう適正な人員交代を徹底し
た。

0円

右母指刺傷

入院患者の手背で採血をした際に、患者が痛いと手を振り
払ったため、刺入していた針が刺さった。
※該当患者は、認知症による抵抗行動がるため第三者加害
事案にかかる主治医意見書提出済

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

顔面、四肢の切
創

卓球部の部活動の玉出しをするために使うラケットを1階
校舎の職員室に忘れ、それを取りに体育館2階から移動し
ようとした。その際に、体育館玄関にある生徒の靴を避け
るため下を向いて体育館を出ようとガラス扉の取ってに手
をかけたところ床に躓きガラス扉に向かって前のめりに転
倒した。

体育館玄関に生徒の靴を置いていて、玄関に並べて
あった靴を避けるために下を向いて歩いていたため躓
いた。

生徒の靴は体育館玄関に置きっぱなしにせず、靴は靴箱に収めるよ
うに生徒と職員に朝礼や職員会で周知し対策した。

0円

右鎖骨骨幹部骨
折

職員駐車場から校舎に向かう途中、駐車場の砂利に躓き転
倒した。

駐車場の砂利にすき間があり、凹凸でバランスを崩し
たため。

・駐車場の砂利をならして凹凸をなくした。
・職員会議にて、事故の発生状況等の周知及び注意喚起を実施し
た。

0円

左小指皮下異物
体育の授業が終了し、授業で使ったリングマーカーを片付
けようと木製の棚に戻していた際、棚のささくれていた部
分に左手をぶつけ、棘が刺さった。

次の授業に向かうために急いでおり、あわてて片付け
をしていたのでぶつけてしまった。また、ささくれが
長い間補修されていなかった。

・急いでいても、落ち着いて行動するよう心掛けること。
・破損個所を見つけたら必ず管理職に報告すること。
・破損個所には注意を促す張り紙をすること。
以上のことを職員終礼で全職員に周知した。 また、ささくれてい
る個所はカムテープで覆った。

0円

左足関節捻挫
体育の授業中、ソフトボール投げのボール拾い中に校庭の
凹凸でバランスを崩した。

校庭の凹凸でバランスを崩して左足首を外側にひね
る。

・校庭の整備の徹底を促すとともに、注意深く行動をすることを職
員会議の際に注意喚起を行った。

0円

左母指MP関節挫
傷

体操部の部活動を体育館1階で行っていた。跳馬の補助で
生徒を支えようとした際、生徒の背中を支えきれず左手拇
指が外反する形となった。

普段から行っている補助であるが、生徒の態勢等の変
化が予測できず、無理な姿勢で支えようとしたことが
原因である。

災害発生翌日の職員朝礼において教頭が部活動時における安全確保
について口頭で注意喚起を行った。また、9月9日の職員会議で、複
数の公務災害の事案の紹介や未然防止と再発防止の必要性、公務災
害発生時の対応や手続きの説明などの研修を行った。

0円

左母指刺創
入院患者の自己注射を見守をしている際、患者自身が使用
済みの注射針を本体から外せなたったため、代わりに外そ
うとしたところ誤って針が刺さった。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

右環指陳旧性骨
性マレット

バスケット部の指導中の出来事。練習ゲームをしている時
に、相手チームのボールをカットしようと手を出したとこ
ろ、突き指をしてしまった。

準備運動等はしていたが、練習ゲーム、全力プレー中
のけがである。カットしようとした手の出し方に原因
がある可能性もある。

被災者に対して、準備運動を含め、今後も細心の注意を払うよう、
話した。また、他の教職員に対して朝礼で、けが等に気をつけるよ
う、注意喚起をした。

0円

左前額部挫創

養鶏場での鶏インフルエンザ対応作業が終了し、帰りの
シャトルバスを駐車場で待っていた際に、腰を下ろせそう
な場所を探していたところ、駐車場内の溝に気づかず溝に
転落した。

駐車場には街灯が無く、地表が見えないほど暗いた
め、溝の存在に気づけなかったことに起因する。

本人から事故報告を受け、駐車場には街灯が無く地表が見えないこ
と、養鶏場駐車場には溝があることを、課内職員に情報共有し、以
降の動員者に事故防止を周知した。また、鳥インフルエンザ作業の
主管課である農林水産総務課に、至急、駐車場に街灯を設置するよ
う求めた。

0円

両肋軟骨損傷
体育館でPTA教育講演会の会場の片付けをしていたとこ
ろ、敷物を運搬する際に敷物の重さに耐えられず前のめり
に倒れてしまい、体育館の床で顔、胸部、脚を強打した。

・自分が持てる重さ以上のものを持ったこと。
・重たいものを2人で持ったこと。

・教職員で事象を共有し、作業等を行う際の人員確保や安全面の配
慮について共通理解を図るとともに、今後に向けて注意喚起を行っ
た。

0円

右上肢打撲傷

鳥インフルエンザの防疫業務の小休憩の号令後、休憩場所
に向かう最中に発生した。小休憩の号令で休憩場所に向
かったが。ゴーグルは曇り、雨が降っており、外は暗かっ
たため、先にある川を視認できず、そのまま１ｍほどの高
さから転落した。

ゴーグルに雲りが生じた状態で歩行したことによる

防疫作業終了後、鶏舎外でゴーグルに曇りが生じた場合は、ゴーグ
ルを外すことを作業前に説明において徹底
 ※ゴーグルの曇り止め対策は実施済
・当該箇所に動員者が近づかないよう注意喚起する職員を配置
 ※同付近で落下事故が起きていたことからカラーコーン等で転落
防止対策を実施済

0円

右示指切創

理科の授業をするために、児童と理科の実験の準備をして
いた。実験は、炭酸水に溶けている気体は何かを調べるも
ので炭酸水の入ったペットボトルの口にゴム栓さらにL字
型のガラス管を差し込み、水上置換装置を作っていた。ゴ
ム栓にガラス管を差し込もうと力を入れた際、ガラス管が
折れけがをした。

・実験器具の取扱い時の危険性の認識不足（ガラス管
をゴム管に差し込む作業で過度な力が加わったり、ガ
ラス管が破損した。）
・安全対策の不備（ガラス管を差し込む際に、手袋や
保護具などの使用が行われていなかった。）

・保護具の使用徹底
作業時に耐切創性の手袋を必須俊、教職員にもその重要性を周知
・器具の事前確認
ガラス管やゴム栓の破損や劣化をチェックし不良品を廃棄し、ガラ
ス管とゴム栓が一体化した教具を購入した。
・職員会議で全教職員に周知し災害防止につなげる。

3,960円

左第5趾打撲傷

音楽の授業の準備を始める際に、大型テレビを児童が見え
やすいように教室前方に移動させようとテレビ台を押した
が、絨毯にひっかかり、スムーズに動かなかったため、力
いっぱいテレビ台を引っ張ったところ、テレビ台が勢いよ
く動きテレビ台のキャスターが指に乗り上げた。

〇十分に注意していなかったこと。

【職員会議における全職員への注意喚起の実施】
〇 起こった状況の周知
〇安全に作業するための心構えの周知
・作業時には周囲の確認などを十分に行い、安全に作業をするこ
と。
・不注意な動作をせず、安全な作業を心がけること。
・慣れた作業でも油断せず慎重に行うこと。

0円
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令和6年度公務災害防止対策事例集

ムカデ咬傷
サツマイモの根の部分を素手で掘りおこそうとしたとこ
ろ、ムカデに咬まれた。

軍手等、指先の保護をしていなかったため。

教頭から教諭に対し、軍手を装着して作業をすることを指導した。
また、職員会議にて、今回の事案の詳細を説明し、作業時には、軍
手など指先を覆う物を装着して作業をし、児童や教職員が災害につ
ながることがないように、十分に未然防止に配慮するよう全教職員
に指導した。
また、軍手等は個人で準備し、作業時装着していない者には、職員
同士装着するように声をかけ合うことも確認した。

0円

左内腹斜筋損傷

消防署屋上にて、支持点がない想定で降下訓練をするた
め、三つ打ちロープを２本抱き合わせで使用して屋上の隊
員２名による人確保でロープを緩めて隊員１名が地上へ降
下した際に、屋上でロープを緩めながら確保していたロー
プにより受傷した。

負傷した際の要領にあっては、基本的要領にそったも
のであったこと、また、確保する荷重となった隊員は
６０㎏台の体重で過荷重であったとは考えられないこ
とから、訓練の要領に不手際があったとは考え難い。
このことから、確保要領や確保隊員の加齢による筋力
不足により、想定出来なかった負荷が、左内腹部に局
所的にかかったのではないかと考えます。

今回の発生要因として対面確保でも多くの負荷がかかる位置の隊員
と降下隊員のウエイトに差異がありパワーバランスが取れていな
かった隊員配置にも問題があることからその点について、改めて職
員に注意を図るとともに、隊員の体格や能力を把握したうえでの部
隊訓練及び普段からの体力錬成による体力推移も含めたうえでの訓
練となるよう安全管理を徹底し再発防止に努めることを指導しまし
た。 さらに事故事案を各署に周知し再発防止に努めました。

0円

腰椎捻挫、筋筋
膜性腰痛症

物品処分作業において、敷地内車庫のシャッターを開けよ
うとした際、腐食により通常の開閉操作が困難だったため
人力により強制的な開放を試みていた。

不安定な姿勢での作業だったため腰部に負担が掛り、
同部位を故障した。

作業時は、体勢の確認を十分に行うなど、危険を予測して実施す
る。

0円

化学物質性右手
指熱傷

手術に使用する機器の滅菌作業中に、過酸化水素滅菌ステ
ラッドを使用後、滅菌作業のアテストをする際、インジ
ケータのガラスアンプルの破損により液体が流出し、熱傷
した。

衛生委員会にかけ、全職員にあらためて注意喚起をうながした。 0円

左上眼瞼切創

体育の授業で鬼ごっごをしていた際、鬼役の児童が教諭の
左後ろから走って捕まえようとしたところ、ちょうど左に
方向転換をしようとした教諭と衝突し児童の歯が瞼にあ
たった。

・後方から来る鬼役の児童の存在に気が付かなかっ
た。

・体育館での鬼ごっこの実施を全学年一時停止し、怪我がないよう
安全な実施方法やルールについて、改めて全教職員で共通認識を
図った。
・他の競技についても。体育館で行う際には、怪我無く安全に実施
出来るよう、実施人数や実施方法を検討するように教職員全体に周
知した。

0円

右第３指切創

掃除の時間となったので、換気するために、校内の窓を開
けて回っていた。一部窓の鍵が固く、力をさらに入れて開
けようとした。すると鍵は動かず、右手中指が食い込み錆
びかけた金具の先でえぐられ、外れた。指を見ると中指第
２関節に沿って切れていた。

廊下の外側の窓の鍵が潮風や校舎のゆがみ、錆、老朽
化などが原因で固くなっている箇所がある。今回は窓
の鍵が固くなっていることへの整備が原因であると考
える。

教頭が教職員に「窓の鍵などが固くなっているときには無理をして
開けようとせずに、教頭まで伝えること」を伝達すると共に、教頭
が窓の鍵を点検してまわり、固くなっている箇所は錆止め剤等処置
をして、開閉しやすくした。今後も同様な処置をしながら、それで
も開閉が困難になりそうな場合は教育員会に連絡し対応を依頼する
予定である。

0円

右膝ロッキング
調理場の清掃作業時、濡れた床で足を滑らせてしまい、右
膝の半月板を損傷した。

清掃作業時に使用していた長靴が古かったこともあ
り、靴底が滑りやすくなっていた。

足が滑らないよう、新品の長靴に交換した。 3,000円

左上腕及び右側
胸部蜂刺症

治山施設点検において藪の伐開作業中に蜂に刺されたも
の。

治山施設点検のために山林内を伐開しながら歩行して
いたところ、歩行ルート周辺の地中にスズメバチの巣
があったと思われるが、気付かずに歩行したため、蜂
数十匹に囲まれ左上腕及び右側胸部を刺症したもの。
（蜂の巣の詳細は未確認であるが、群れの発生場所等
から歩行ルート周辺に存在するものと推測）

課内会議において以下のとおり確認した。
・山林内での作業時は蜂用防虫スプレーを持参する。
・7月〜10月は蜂の活動が活発になるため特に注意する。

0円

左耳介蜂刺症
治山施設点検において藪の伐開作業中に蜂に刺されたも
の。

治山施設点検のために山林内を伐開しながら歩行して
いたところ、歩行ルート周辺の地中にスズメバチの巣
があったと思われるが、気付かずに歩行したため、蜂
数十匹に囲まれ左耳介後部を刺症したもの。（蜂の巣
の詳細は未確認であるが、群れの発生場所等から歩行
ルート周辺に存在するものと推測）

課内会議において以下のとおり確認した。
・山林内での作業時は蜂用防虫スプレーを持参する。
・7月〜10月は蜂の活動が活発になるため特に注意する。

0円

左第５中足骨骨
折

下校前、児童Aが「帰りの会をしない。」と言いはじめた
ため、静かな環境で気持ちを落ち着かせてから児童Aを帰
りの会に参加させようと廊下に誘った。抱っこで移動しよ
うと児童Aを抱っこしたところ、急に手足を大きくバタバ
タと動かしたためバランスをくずし足首を捻った。

被災職員が体勢のバランスを崩すことを想定せず、安
易に抱っこをしたため。

職員朝礼と小学部会で、今回の出来事の経緯を説明した。言葉で十
分に気持ちを表しにくい児童でもあり、納得できない思いがあった
と思われる。児童の気持ちに寄り添うことは必要であるが、児童の
体に触れる支援を行うことは必要な場合のみ、最小限にするよう指
導した。また周囲にある物の配置や人の動きも把握したうえで冷静
に対応するよう指導した。

0円

左上腕皮下血
腫、左上腕咬傷

日常生活の指導において、児童Aの見守りを別の教職員か
ら交代するために高学年昇降口に行った。児童Aは興味の
ある靴を見ていたが、それまで見守っていた教職員がその
場を離れると追いかけた。途中で追いかけるのをやめ階段
を上がろうとしたときに、教諭が一緒に上がろうと促した
ところ、児童Aが教諭の左腕を両手で掴み、強く噛みつい
た。

今回の災害にかかわる児童は、衝動性やこだわりが強
く、靴への執着が高い児童である。今回の災害があっ
た日は、大好きな靴を教職員と一緒に見ていたが、そ
の教職員と別の教諭との交代に対して見通しが立た
ず、苛立ちが生じた。活動だけでなく、見守りの教諭
に対しても見通しがもてないことに不安や混乱をきた
すという認識がなく、苛立ちへの急な対応が難しかっ
た。

災害発生時の状況について学級で情報共有し、今後の対応について
検討し、その内容を学年部で共通理解した。
〇内容
・児童に分かりやすいように見守りのシフトを事前に伝えておくこ
と。
・児童が不穏になりやすい時には、早めに複数で対応すること。
・突発的な行動をとることがあるので、児童との身体的な距離の確
保を行うこと。

0円

右）結膜異物、
角膜びらん

学校で実習主任をしており、高等部作業学習で木工班の担
当をしています。作業実習がない日に、作業用の機械道具
等の定期点検を行うため木工室へ行きました。集塵機の中
の掃除をする前に、集塵機下部の袋部分を外し、集塵機の
内部にゴミが溜まっているかどうか見ようとして裸眼のま
ま内部を下からみあげました。その際に上部より木くずが
落ちてきて右目に入った。

集塵機の点検を行う回数が少なくなった。そのために
ごみが詰まったと考えられる。細かい木くず、木の粉
が落ちてくることを想定していなかった。ゴーグル等
防ぐものを身に着けていなかった。

高等部作業学習木工班担当者会にて以下の対応を確認決定した。
・製材の量を想定しながら、集塵機の点検の回数を増やす。（週2回
程度）
・作業を行う際には、必ずゴーグル、マスクをつけ防御する。
・深く覗き込んで確認しないようにする。

0円

左小指挫傷
授業終了後、帰りの準備指導をしている際、児童が紙を丸
めて作ったボールを投げてきた。ボールを手で捕ろうとし
たら、教室の柱に左手小指が強く当たった。

周囲を確認せず、児童の紙ボールを捕ろうとしたこと
が原因である。

職員会議で所属職員全体に、周囲をよく確認することを指導した。 0円
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右示指伸筋腱断
裂、右母指末節
骨骨折

音楽会の練習で使用するグランドピアノを職員を入れて5
名の職員で体育館フロアに移動していた。ピアノを移動す
るために使用する台車のピアノを支えるポイント部分付近
を右手で、台車の他の部分を左手で持って腕を伸ばし、足
で踏ん張るような体勢で押していた。ピアノが扉のレール
上を通過する際、移動するための台車の車輪がレールには
さまって止まった。そのため、さらに力を入れて移動させ
ようとした際、ピアノを支えていた台車のポイントがず
れ、台車から落下、その際台車のポイントとピアノの間に
指を挟む格好で受傷した。

台車の支えとピアノの接する場所がきちんとはまって
いたのかの確認不足。
ピアノではなく台車を押していたことで、台車とピア
ノの間に指が入ってしまう格好になってしまったこ
と。

職員終礼において事故の概要について全職員に説明した。その上
で、①ピアノの移動は複数（大人5名以上）で行うこと、②台車の設
置部分がピアノにきちんと接しているかを確認すること。③台車で
はなくピアノの側面を押すこと、を全職員に説明した。

0円

左第5中足骨骨折
保育室内において保育中、用品を両手に持って歩行してい
る時に2歳男児が突然足元を通過しようとしたため、バラ
ンスを崩して転倒した。

子どもの動きを完全に把握できていなかったことによ
る。

保育所での生活の中で、子どもの予想外の行動に俊敏に対応できる
よう、安全に配慮しながら保育にあたる。

0円

脳震盪

児童下校の際昇降口の外で全校児童の下校の見送りをして
いた際、一人の児童が残っていた。その児童が保護者の迎
えを待っているが来ないというので、急いで保護者に電話
をかけに一人で校舎に入った。その際急いでいたため、上
靴をはかず靴下のまま廊下を小走りして職員室に向かおう
として、滑って転倒、頭頂部を廊下の床で強打した。

急いでいたことと、その際、上靴をはかず、靴下のま
まで廊下を走ったこと

職員会議において、教職員へ、事故の状況や発生原因等を説明。公
務災害は思わぬことが原因で起こることがあることや、普段から、
注意深く行動することの大切さ等を確認した。

0円

左足関節捻挫

当務日、救急支援の指令を受け、ポンプ車に乗車し出動し
た。救急現場までの木戸道及び傷病者宅周辺の除雪を実
施、その後、傷病者の搬送支援を行う。救急車内へ傷病者
を収容しようとしたところ、凍結した路面で転倒した。

気象庁のデータを見ると、現場活動時間帯の気温（島
根県赤名地内を基準）は氷点下4.8℃、積雪は50cmで
ある。これらのデータ及び現場到着時の状況から考え
ても、路面の凍結は容易に判断できる。路面状況に関
係なく、ストレッチャーを1名で保持し車内収容した
ことで、両足に負荷がかかった際にバランスを崩し転
倒したものた推定する。

・低温環境時におけるストレッチャー搬送及び保持要領について検
証。
・低温環境下における危険予知訓練（ＫＹＴ）を実施。
・車載のスノーシューを使用するなど、現場状況に応じて対応す
る。
以上の内容を職員に注意喚起し、防止を図る。

0円

左第4中足骨骨
折、第３中足骨
骨折

放課後、廊下を小走りで移動中、薄暗くなっていたが電気
が点灯されておらず、廊下の黒いしみを物が落ちていると
錯覚して避けようとした。上履きが脱げ足先が足裏側に折
れ曲がり、足指を骨折した。

足元の確認不足
学校職員会議で「公務災害チェックシート」を配布し、暗くなると
電気を点灯する、足元に注意して移動するなど、改めて注意喚起を
行った。

0円

鼻骨骨折
部活動指導中、打撃練習のボールを投げていたところ、生
徒の打球が顔面を直撃し鼻にあたり、鼻骨を骨折した。

部活動中の安全対策が不足
学校職員会議で「公務災害チェックシート」を配布し、部活動中の
行動に気を付けるよう、改めて注意喚起を行った。

0円

尾骨部打撲傷、
尾骨骨挫傷、尾
骨周囲血腫、右
大腿骨軟骨損
傷、右膝関節
痛、右膝蓋骨軟
骨損傷

体育祭で使用するピストルを出発係の教諭に頼まれ、プー
ル横の外倉庫を一緒に探した。それまで個別に何度か倉庫
内を探したが見つからなかったため、これまで確認してい
なかった棚の上を確認することにした。高い所の確認作業
である為、倉庫内にあったかごに乗り確認を行った。その
際、かごの後方に長さが約1ｍ、直径が約1.5ｃｍの先のと
がった棒が刺さっていることに気づかず、かごから降りる
際にバランスを崩し棒が尾骨周辺にあたった。

・学校行事や部活動及び体育授業で使用する備品等の
器具庫（倉庫）管理が乱雑であったため。
・かごの後方に棒が刺さった状態に気づかず、そのか
ごに乗って確認を行ったことにより、降りる際にバラ
ンスを崩したため。

・器具庫（倉庫）の整理整頓
→体育部会：令和6年9月13日実施
・収納リストの作成（収納場所一覧表）
→体育部会及び体育祭担当者：令和6年9月30日〜10月4日実施
・収納場所について全職員への周知
→職員会議：令和6年10月7日実施

0円

左ヒラメ筋スト
レイン

朝の交代時に、警備隊長同士の引継ぎが終わり、当務警備
隊長の指揮により署員が2列横隊に移動する際、なかば左
向け左の方向変換後、駆け足発進しようとしたところ、左
腓腹部下に激痛が出現し、その後歩行困難となった。

勤務に就く際に行われる交替で、気持ちが昻り、体が
ついてきていない状態であった。自身に年齢や体調を
考慮せず、動作を行ったためと考えます。

日ごろからランニング等を行い、体力維持に努めていたが、今回の
事例が発生してしまった。今後は自身の加齢を考慮し、ストレッチ
などを行い、徐々に体を慣らし、急激な動きにも対応できるように
する。また、類似事例がないよう、周りの職員へも今回の事例を周
知し、事故の発生がないよう注意喚起を行う。

0円

右環指ＰＩＰ関
節捻挫

球技大会に教員チームとして参加していた際、試合中に生
徒が投げたボールを捕り損ねて受傷した。

球技大会に参加する際に、入念な準備運動等を行って
いなかった。

職員会議において、今回公務災害が発生したことについて報告し
た。あわせて、公務災害が発生した際の対応や手続き等について周
知するとともに、公務災害を未然に防ぐための対策（入念な準備運
動、ケガの予防、環境の整備等）について再確認した。

0円

上唇小帯裂傷、
上両1番亜脱臼

保健室に来室していた児童Ａが保健室を飛び出して教室に
向かったのを追いかけていくと、教室内の他児童のものを
投げるなどしていたため、担任教諭と2人で児童Ａの対応
をしていたところ、暴れていた児童Ａの足が顔面に当たっ
た。

児童Ａの突発的な行動を抑えようとしたため。
・児童の特性に応じた対応ができるよう、校内の支援体制を職員会
議で周知した。
・加害児童の保護者へ事案を説明し、児童への指導を依頼した。

0円

頭部打撲傷
複数児童の見守りをしていた際に、児童Ａが児童Ｂを殴ろ
うとしたので、児童Ｂを庇い児童Ａに積み木で右頭部を殴
られた。

児童Ａの突発的な行動から児童Ｂを庇ったため。
・児童の特性に応じた対応ができるよう、校内の支援体制を職員会
議で周知した。
・加害児童の保護者へ事案を説明し、児童への指導を依頼した。

0円

左第３指末接骨
骨性マレット
フィンガー

体育の交流授業中、自学級（特別支援学級）の児童とボー
ルのパスの練習（1対1の対面）をしていた時、バウンドし
たボールが左手中指に当たり負傷した。

個人の技能に応じた適切な距離をとらなかったため。
職員朝礼時に職員全体に、児童と一緒にやり慣れていない運動をす
る場合は十分注意した上で行うこと、無理のない範囲で行うことな
どの共通理解を図った。

0円

右眼下部切創
・保育室にて、特別な支援が必要な子供の製作活動の支援
をしていたところ、その子供がハサミをふりあげたのが目
の下に当たった。

・ハサミを使用している子供との距離が近かったた
め。（しかし支援をするためには必要であった。咄嗟
のことで避けられなかった。）

・ハサミなど危険な物を扱う場合は、座席の配置に配慮することや
子供の利き手側に人が立たないようにするなど注意を払う。また支
援時の行動の理由の理解と支援の仕方について、再度全職員で共通
理解を図る。

0円

左下腿打撲傷
6年生の社会科見学の引率時に、傘の袋を天守入口の石段
横に移動しようとしたところ、側溝に足を踏み外して落
ち、バランスを崩して前向きに倒れた。

傘袋を簡単に移動できると思って行動したが、思いの
ほか重く、バランスを崩した。

職員会議で今回の公務災害の情報共有を行った。引率中は慌てず、
周りの状況に注意して行動するように注意喚起を行った。

0円
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令和6年度公務災害防止対策事例集

鼻骨骨折
終礼後に生徒Aに下校を促しているときに、生徒Aが後頭部
で後ろにいた講師の鼻を殴打した。

生徒の様子をふまえ、起こり得る事象を十分に想定で
きていなかったことに加え、生徒との距離が近かった
ため、突発的な行動を回避できなかった。

管理職より、職員朝礼で以下のことを指導した。
・心理的な状態を含め、生徒の様子を注意深く観察し起こり得る事
象を想定しながら関わることを心がける。
・生徒の状態や起こり得る事象をふまえて生徒と0必要な距離をと
り、生徒の突発的な行動を回避できるようにする。

0円

左膝犬咬傷、外
傷性潰瘍

毎日行っている学校周辺の安全確認及び児童の登校指導、
挨拶指導で歩いていた時、事故発生場所で、静止していた
中型犬に２m位に近づいた際、いきなり犬が飛び突いてき
て噛みつかれた。

犬に対しての警戒心が不足していたこと。また、咄嗟
に逃げるなどの対応が取れなかったこと。

毎朝、小学校周辺歩道の安全確認、安全指導、挨拶指導を行う際
は、犬が見えたら近寄らないように心掛けている。

0円

指切創

園児と共に保育の一環として、幼稚園の窓ふきをするため
に脚立に上がって作業をしていた。作業が終わり脚立を片
付けようと畳んだところ、脚立の折りたたみ金具部分で指
を挟んだ。

・園児の安全確保を第一に考え、そのことに気をとら
れいたため、自分の安全に対する意識が十分ではな
かった。
・脚立が閉まる際に自分の指が挟まることを予測して
いなかった。

・園児と共に作業を実施する場合は、園児の安全確認は勿論、自身
の安全も同時に確認すること。
・常に最悪の場合を想定し、起こるであろう事態を予測しながら行
動すること
・保育・教育、清掃等の作業は計画的に実施し、時間配分に余裕を
もたせておくことで安全に行うこと
以上のことを被災職員を含めた全職員に指導した。

0円

右眼角膜上皮び
らん

宍道町内の山林において学生の林業技術指導をしていた
際、学生がチェーンソーで倒した木の玉切作業を行ってい
るのを、3メートル離れた場所で安全確認していたとこ
ろ、風に乗った木くずが右眼に入った。

予期せぬ気象変更（突風、風向きの変更）

・学生実習の見守り時も、作業者と同等の安全対策を行うこととす
る（ゴーグルの着用）
・校内運営会議で、校内各部署における作業時の安全対策の徹底や
見直しを検討するよう校長から指示を行った

0円

右示指切創

「総合実習」に授業で、クリスマスケーキ作りをしてい
た。スポンジケーキをケーキ用ナイフで水平に二分割する
作業の手本を見せていたところ、刃先が右手の人差し指に
当たり、手を切ってしまった。

スポンジケーキをケーキ用ナイフで切る際、右手の位
置が、ナイフの延長上にあったため。

職員会議において、授業や実験実習等で使用する機器等を取り扱う
う際には、十分に注意するよう周知を図った。

0円

右股関節、胸
部、背部打撲傷

遅出勤務のため、出勤し更衣室に向かう階段を上がってい
たところ、足を踏み外し階段の途中から転落した。

当院の児童思春期病棟は、遅出勤務を午前11時15分か
ら午後8時までとしている。当日を含め、事故前1週間
の遅出勤務は3回あり、疲労の蓄積が転落の要因の1つ
と考える。

体調不良や疲労感がある時は、階段の手すりを使用するなど、転落
のリスクを念頭においた行動に留意する。

0円

第１腰椎椎体骨
折

患者（児童）とキャッチボールをしていたところ、ボール
を受け止めた衝撃でしりもちを付いた。直後より腰部痛が
発生し疼痛の増強がみられた。

患者（児童）との活動時（運動中）に発生した偶発的
転倒であった。運動内容に合った遊具（グローブ）を
選択していたが、着用していた靴は主に業務用であり
運動用ではない点で受傷する可能性があった。

適切な遊具や活動に適した服装・靴の選択を行い、患者（児童)との
活動時の互いの安全に努める。

0円

左眼球打撲傷、
左眼瞼擦過傷

当該農場にて、現場業務（母豚の採血）を実施。狭いス
トール内で豚が暴れ、当該職員の頭部がストールにぶつか
り受傷。

・豚が特に大きい個体であり、突然の動きに保定者が
振り回せる事態となり十分な保定ができなかったため

・家畜取扱いに関する対応マニュアルを課員全員で再確認。
・大きい個体を取り扱う場合は複数人で保定することとする。

0円

左第８肋骨亀裂
骨折、左膝打撲

美術館において、受付カウンターから事務所内へ荷物を運
ぼうとした際に、段差に躓き転倒した。

周囲の安全確認不足のため。 職員朝礼にて、全職員に対し注意喚起を行った。 0円

左膝打撲傷、左
前腕打撲傷

給食指導中に児童Aに声をかけようとしていたところ、児
童Aが膝を蹴り始めた。ペンでインクを付けようとするの
を止めようとしたところ左手を児童Aはグーで殴った。蹴
りと殴りは口語に繰りかえされ、どちらも10発以上だっ
だ。

他者の言動がきっかけとなり、衝動的な行動をとる予
測が難しいケースだったが、初期段階で応援要請が円
滑であれば、被災する前段階で止める（児童A の気持
ちを切り替える）ことが可能であったとも考えられ
る。

①被災職員との面談、指導（事案発生時の応援要請方法について）
②教職員への事案周知
③保護者、担任、教頭での面談（児童理解と家庭、学校での関わり
の共通理解）
④校内ケース会議（支援方法、人的体制について）と協議内容の全
職員周知
＊事案発生時から浜田市教育委員会学校教育課児童生徒支援室の指
導を受け、SSWとも連携しながら保護者、児童への支援を継続して
いる。

0円

右第1趾末節骨骨
折

3年生の理科の授業の準備をしている際、望遠鏡を運んで
あり、その部品（バランスウエイト）が外れ、右足の親指
に落ちた。

望遠鏡を運ぶ前に確認不足で、ネジのゆるみに気がつ
かなかったため。

・校長および教頭より、他の教職員に今回の怪我の事実を周知し、
何かを運ぶ際に細心の注意をするよう伝えた。また、本人は今回怪
我をしたときにサンダルをはいていたため、公務中は安全性や危機
管理のことも考慮し、できるだけシューズを履くように本人を含め
全職員に周知した。
・日ごろから、担当場所について危機管理意識を持ち、生徒が怪我
をしないよう日ごろから教具等の点検をし、何か異常を認めた場合
は速やかに教頭に報告するよう周知した。

0円

右手挫傷、右母
指MP関節捻挫、
右母指MP関節靭
帯損傷、右手CM
関節捻挫

朝運動（日常生活の指導）の時間、対象児童が突発的に隣
にいる児童に飛び掛かろうとしたため、両手で対象児童を
抑えた時に手を払いのけたため、右手を負傷した。

児童の様子をふまえ、起こり得る事象を十分に想定で
きていなかったことに加え、児童との距離が近かった
ため、突発的な行動を回避できなかった。

管理職より、終礼で以下のことを指導した。
・心理的な状態を含め、児童の様子を注意深く観察し起こり得る事
象を想定しながら関わることを心がける。
・生徒の状態や起こり得る事象をふまえて生徒と必要な距離をと
り、生徒の突発的な行動を回避できるようにする。

0円

右第2趾圧挫傷
12月2日午前9時50分頃、乳児室で保育をしていたところ、
0歳児を抱っこして立っていた私のそばに居た1歳児の男児
が、手に持っていた玩具を投げた。

子どもの咄嗟の行動に対応できなかたこｔが原因と考
えられる。

職員全体で子供の動きを見守り・把握することで、咄嗟の行動に対
応できるよう常に意識する。

0円

左アキレス腱断
裂

女子バトミントン部の部活動中、部活動顧問としてダブス
ルの試合形式の練習を生徒と行っていたところ、相手チー
ムからのスマッシュを受けようとして左足を踏み込んだ際
にアキレス腱が切れた。

事前に準備運動を入念にしていたが、アキレス腱に何
らかの負荷がかかったことが原因と思われる。

部活動での実技指導は（体育の授業でも同様のこと）、入念な準備
運動を行った上で実施すること。また、過信しない範囲での運動量
とすることを職員朝礼で注意喚起した。

0円
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角膜びらん

登校時から児童Aの表情が険しく機嫌も悪かった。児童Aと
担任が教室に移動しようとしたときに児童Aの上靴が脱げ
たので、児童Aの足元にしゃがみ、脱げた靴をはかせてい
たときに児童Aが勢いよく右足を蹴り上げ、つま先が右眼
に直撃した。

児童が足を動かすかもしれないなどの予測を怠ったた
め。

小学部会で、今回の出来事の経緯を説明した。言葉で十分に気持ち
を表しにくい児童であり、当日は登校時から機嫌が良くなかったた
め、何らかの本人の思いに沿わなかったことがあったと思われる。
児童の気持ちを探りながらも、状況によって適切な距離を保つよう
指導した。

0円

右アキレス腱断
裂

校内球技大会サッカー競技に教員チームで参加しドリブル
していたところ、後ろからボールを奪い取ろうとした生徒
の足が引っかかり転倒した際に右アキレス腱付近に違和感
を感じた。

事前に準備運動を入念にしていたが、生徒の足が引っ
かかることは想定してしておらず、避けることができ
なかったため。

入念な準備運動を行った上で実施すること、また、過信しない範囲
での運動量とすることを職員朝礼で注意喚起した。

0円

右頭部右側の打
撲及び擦過傷

庁舎内会議室にてWEB会議に参加していたところ、使用し
ているノートパソコンの内臓バッテリーの減少に気づき、
室内側壁下部に設置されているコンセントへ体制を低くし
てパソコンの電気プラグを挿入した。そして、立ち上がっ
た際に既設の大型モニターに接触し、強打した。

不注意が原因であることから、今後、周辺状況の確認と冷静な対応
をとることを心掛ける。

0円

前頭部切創
公用車のリアゲートを閉めようとしたところ、頭部に当
たった。

駐車位置が悪く、車間が狭かったため。 安全衛生委員会で報告を行い、注意を促した。 0円


